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議
会
だ
よ
り
に
は
発
言
さ
れ
た
代
表
質
問
、

一
般
質
問
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、原
稿
は

全
て
発
言
し
た
議
員
自
身
が
作
成
し
て
い
ま

す
。

　

文
字
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、市
民
の
皆
さ
ま

に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
を
、簡
潔
に
ま
と
め
る

た
め
に
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。背
景
を
ご
理

解
い
た
だ
け
る
と
、よ
り
記
事
が
興
味
深
い
も

の
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
全
て
を
伝
え
き
る
こ
と
は
大
変

難
し
い
の
で
、ぜ
ひ
三
豊
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
中
継
録
画
や
議
事
録
も
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

（
青
井
）

　MKジョーカーズは、男子16人・女子３人の計19人で活動している軟式野球チームです。野球を楽しむこと
を大切にしながら、仲間との絆を深め、チームワークを育んでいます。元気いっぱい、楽しく一生懸命練習
しています！
　野球に興味のある方、いつでも体験・見学OK
です。お気軽にお越しください。

活動場所：月／豊中中学校
水／豊中サン・スポーツランド
土・日・祝日／市内施設

活動日時：月・水／ 19時30分～ 21時
土・日・祝日／ 8時～16時

(変更になる場合あり)
問合せ先： 090-3785-6015 (森)
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※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です

QRコードを読み取ると、
市議会のホームページが
ご覧になれます

豊中スポーツ少年団（軟式野球）

MKジョーカーズ（軟式野球）

環境に優しい植物油インクを
使用しています。

発行・編集
三豊市議会・広報広聴常任委員会　〒767-8585 香川県三豊市高瀬町下勝間2373 番地１
TEL.0875-73-3009　FAX.0875-73-3024　E-mail gikai@city.mitoyo.lg.jp

香川県立高瀬高等学校の皆さん
9月定例会
②【特集】高校生との意見交換会
④【特集】市政に対する要請書、議会報告会結果報告　 ⑧【特集】事務事業評価
⑩特別委員会審査 ⑪定例会概要・視察受入 ⑫審議結果
⑬一般質問 ㉑議会日誌 ㉒常任委員会審査 ㉓【特集】議会防災訓練
㉔スポーツ少年団紹介

　豊中スポーツ少年団は、豊中小学校を拠点に活動する学
童軟式野球のチームです。小学校１年生から６年生の仲間
たち14人で日々練習に励んでいます。みんな仲が良くて、野
球が大好きです。仲間や家族、周りの人たちに感謝する気
持ちを持ち、全力プレーで勝利を目指しています。
　体験•見学はいつでも大歓迎です。一緒に野球しようよ！

活動場所：水／豊中中学校
金／豊中サン・スポーツランド
土・日・祝日／豊中小学校

活動日時：水・金／ 19時～2１時
土・日・祝日／大会等の状況により変動

問合せ先：0８０-３１６７-０５３２（藤田）
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とのとのとの

　市議会議員20人が、10人ずつA班とB班に分かれて市内の高校を訪問し、意見
交換会を開催しました。A班は、9月 16日（木）に県立高瀬高等学校を訪問し、生徒
18人とまちづくりをテーマに話し合いました。
　意見交換会の様子と参加した皆さんの感想を紹介します。

　１０月９日（金）には、B 班の議員が四国学院大学香川西高等学校で、意見交換会を開催しました。
その様子は、次号の「議会だより」に掲載します。

特 集

　最初は議員さんとお話しさせていただくという
ことで緊張していましたが、皆さん楽しく優しい
人ばかりだったのでリラックスできました。また、
少子化対策など、大好きな三豊の将来に関して
熱く意見交換できた時間は一生ものです。

２年　林　 佑馬さん
はやし　 　　ゆうま

　三豊市は子育てに力を入れているのに、発信が足りないとの鋭いご意見をいただきました。
ホームページや広報は県外に出た若者は見ていないため、ＳＮＳ発信を強め、三豊市に戻って
もよいと思わせる必要があるとのことです。今後の議会活動に生かします。（井出）

　今回初めて交流をしてとても緊張していたけ
ど、市議会の方々が優しくて、話していくうちに
三豊市をより良くするためにどうすればよいかを
楽しく考えることができました。
　市議会の方々は三豊市のために話し合いをた
くさんし、また市民の意見を大切にしているの
で、私も意見交換などに積極的に参加し、自分
ができることをしていきたいと強く思いました。

１年　中川 那稚さん
なかがわ 　  なち

　僕達は少子化をテーマに議員の方々と話し合
いをしました。子育て応援システムなどの制度は
市民にとって心強いものだと感じました。少子化
は大人の問題だと思っていましたが、僕達も大
人になっていく上で向き合う課題だと思いました。

１年　伊達 由登さん
だて 　　ゆうと

●質問しやすく理解しやすかった。市の発展を願い、議会を応援したい。
●議員や他の生徒の意見がすごく参考になった。別の視点や考えも知ることができた。
●とてもリラックスして楽しく意見交換ができたと思う。これを機に市の課題も良さも、より深く知る
ことができた。
●自分たちの意見にしっかり耳を傾けてくれた。その上で、今の制度や政策の現状や難しい点などを話
してくれて、とても為になった。やはり、議員は市民の代表なのだと思った。
●とても市民の意見を大切にしていて、誰かのために
　働いていることがかっこよかった。

●これからも市をより良くするために頑張ってほしい。
●ずっと住みたいと思える市にしてほしい。
●インフラ整備等利便性の向上やいじめを減らす取り
組みをして欲しい。
●市民から聞き取った意見を反映した政策を実行した
ら、それをテレビやＳＮＳで知らせてほしい。

生徒の感想

議会や議員へ期待すること

もっと知りたい！三豊市！

香川県立高瀬高等学校香川県立高瀬高等学校
kagawa prefectural kagawa prefectural TTakase high school. akase high school. 
香川県立高瀬高等学校
kagawa prefectural Takase high school. 

意見交換会意見交換会意見交換会

議員の
感　想
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　議会報告会に参加いただいた市民の皆さまからのご質問・
ご意見の中から、特に重要な案件を抽出し、「市政に対する要請書」
としてとりまとめ、議長から市長へ提出しました。
　いただいたご意見を、安心して住み続けられる三豊市の実現に
活かせるよう、これからも議員一同、しっかりと取り組んでまい
ります。
　項目ごとに要約して、お知らせします。

　
５
月
に
市
内
７
会
場
で
開
催
し
た
議

会
報
告
会
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご

提
案
の
回
答
を
、
紙
面
の
都
合
上
抜
粋

し
て
報
告
し
ま
す
。
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
、
全
て
の
質
問
と
回
答
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
は
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
質
問
・

ご
意
見
、　 

は
議
会
の
回
答
で
す
。

特 集

市政に対する要請書を市政に対する要請書を
　　　 　市長に提出しました　　　 　市長に提出しました
市政に対する要請書を
　　　 　市長に提出しました

１０月２日

　
全
国
で
豪
雨
や
地
震
災
害
に
よ
り
甚

大
な
被
害
が
多
発
す
る
中
、
防
災
意
識

は
高
ま
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
防
災
に

関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
民
へ

十
分
に
情
報
が
行
き
届
い
て
い
な
い
よ

う
だ
。
市
が
備
蓄
し
て
い
る
非
常
用
物

資
や
指
定
緊
急
避
難
場
所
、
特
に
廃
校

と
な
っ
た
小
学
校
施
設
が
避
難
場
所
に

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市

民
は
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

　
市
の
備
蓄
物
資
の
情
報
を
共
有
し
、

指
定
避
難
場
所
の
環
境
を
改
善
し
、
市

全
体
で
の
防
災
訓
練
の
実
施
す
る
等
、

市
民
が
自
発
的
に
災
害
に
対
し
て
備
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
に
関
す

る
取
り
組
み
を
一
層
強
化
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

　
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
が
令
和
７

年
度
末
に
到
来
し
、
本
市
の
財
政
状
況

は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
と
同
じ
感
覚
で
い
る
と
近
い
将
来
、

財
源
不
足
に
陥
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　
今
こ
そ
業
務
を
見
直
し
、
本
市
の
財

政
力
・
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
真
に
必

要
な
業
務
を
実
施
す
る
、
身
を
切
る
改

革
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
行
財

政
改
革
関
連
事
項
を
、
令
和
９
年
度
予

算
編
成
ま
で
に
議
会
へ
報
告
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

　
市
道
の
修
繕
に
関
す
る
要
望
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
施
可
能
な
工

事
量
に
は
限
り
が
あ
り
、
優
先
順
位
を

付
け
て
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
し
か
し
、
優
先
順
位
の
基

準
が
不
透
明
で
、
市
民
が
疑
義
を
抱
い

て
い
る
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。

　
市
の
財
源
が
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
今

後
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
取
捨
選
択
が

必
要
と
な
り
、
そ
の
透
明
性
の
確
保
が

重
要
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
公
表
し
た

評
価
基
準
で
点
数
化
し
、
工
事
の
優
先

順
位
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
よ

う
検
討
を
求
め
る
。

　
市
内
中
学
校
は
常
設
空
調
が
整
備
さ

れ
て
い
る
が
、
小
学
校
は
ほ
と
ん
ど
未

整
備
で
、
酷
暑
が
生
命
を
脅
か
す
懸
念

が
あ
る
。
令
和
10
年
度
末
ま
で
に
移
動

式
エ
ア
コ
ン
を
導
入
予
定
だ
が
、
冷
却

力
は
限
定
的
で
根
本
的
解
決
と
は
言
い

難
い
。
全
て
の
小
学
校
が
避
難
所
に
指

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
児
童

の
安
全
確
保
と
災
害
時
の
市
民
の
安
全
・

安
心
の
た
め
、
常
設
型
の
空
調
設
備
を

速
や
か
に
整
備
す
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

　
地
域
医
療
の
中
核
で
あ
る
み
と
よ
市

民
病
院
は
、
開
院
以
来
赤
字
経
営
が
続
き
、

２
年
連
続
で
市
か
ら
借
入
を
行
う
な
ど
、

今
後
の
運
営
に
対
し
市
民
の
不
安
が
高

ま
っ
て
い
る
。
市
民
の
命
と
健
康
を
守

る
医
療
体
制
の
確
保
は
行
政
の
責
務
で

あ
る
が
、
毎
年
億
単
位
の
赤
字
が
発
生

し
て
い
る
現
状
は
看
過
で
き
な
い
。

　
三
豊
市
公
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン

（
み
と
よ
市
民
病
院
編
）
を
見
直
し
、
経

営
健
全
化
に
向
け
て
持
続
可
能
な
医
療

体
制
を
確
立
し
、
診
療
・
健
診
機
能
の

強
化
を
図
り
つ
つ
、
市
民
が
求
め
る
良

質
な
医
療
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
ら
れ

た
い
。

市
政
に
対
す
る

　
　
　
　

 

要
請
書

議
会
報
告
会

  

結
果
報
告

1
防
災
に
つ
い
て

2
財
政
改
革
に
つ
い
て

4
体
育
館
の
空
調
整
備
に
つ
い
て

5
み
と
よ
市
民
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

3
市
道
の
整
備
に
つ
い
て

問

答

質問と回答の全文は
こちらから

または
インターネットで

三豊市議会

実
際
の
避
難
所
の
使
い
方

鍵
を
ど
う
や
っ
て
開
け
る
の
か
、　

ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
行
け
る
の
か
等

大
事
な
こ
と
は
繰
り
返
し
ア
ナ
ウ
ン
ス

し
て
ほ
し
い
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
勉
強
し
た
の
だ
が
、

※
フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
誰
で
も
避
難
所
開

設
で
き
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
が
、
ど
う

か
。

今
年
度
改
訂
し
て
い
る
新
し
い
総

合
防
災
マ
ッ
プ
に
掲
載
し
、
広
報

紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
事
前
に
周

知
・
啓
発
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
今
年
度
中
に
、
避
難
所
開
設
に
必
要

な
事
項
を
掲
載
し
た
簡
易
的
な
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す
る
予
定
で

あ
る
。
フ
ァ
ー
ス
ト

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス

の
活
用
も
含
め
て
避
難

所
運
営
体
制
の
充
実
に

努
め
る
予
定
で
あ
る
。

答

問

市
の
交
通
、
観
光
政
策
に
つ
い
て

財
田
町
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
活
用

し
て
観
光
P
R
が
で
き
な
い
か
。

父
母
ケ
浜
や
市
役
所
、
宿
泊
施
設
を
つ

な
ぐ
路
線
を
新
設
し
た
り
、
夜
間
の
運

行
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

財
田
町
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
過
疎
地

域
で
の
高
齢
者
等
の
移
動
支
援
で
、

財
田
町
住
民
を
対
象
と
し
た
交
通
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。
市
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
12
路
線
運
行
し
、
各
駅
や
市
役
所
、

観
光
地
、
宿
泊
施
設
な
ど
を
結
び
、
毎

年
バ
ス
停
設
置
箇
所
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。
夜
間
は
各
地
域
の
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
て
ほ
し
い
。
市
は
観
光
産
業

を
主
要
な
産
業
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
、

各
種
政
策
を
講
じ
て
い
る
。

答 問

地
域
防
災
活
動
へ
の
取
り
組
み

小
学
校
の
統
廃
合
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
衰
退
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
。
自
然
災
害
へ
の
対
応
に
は
地
域

防
災
が
大
切
で
あ
る
の
で
、
働
き
か
け

が
必
要
で
は
な
い
か
。

災
害
時
に
は
、
地
域
住
民
が
互
い

に
助
け
合
う
「
共

助
」
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
も
自
主
防
災
組
織

の
結
成
や
活
動
の
活
性

化
を
注
視
し
て
い
く
。

答

災
害
時
の
資
機
材
に
つ
い
て

防
災
一
般
費
で
購
入
し
た
設
備
物

資
等
は
、
現
在
ど
こ
に
保
管
し
て

い
て
、
ど
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
ど

う
い
う
命
令
系
統
で
、
貸
出
が
判
断
さ

れ
る
の
か
。

備
蓄
品
や
資
機
材
は
、
防
災
倉
庫

や
指
定
避
難
所
等
で
町
ご
と
に
分

散
備
蓄
し
て
い
る
。
備
蓄
品
の
活
用
は

災
害
対
策
本
部
で
の
決
定
に
よ
り
実
施

さ
れ
る
。
支
給
す
る
備
蓄
品
は
食
料
や

水
、
毛
布
等
が
主
で
、
投
光
器
や
自
家

発
電
機
な
ど
は
指
定
避
難
所
の
運
営
で

の
使
用
を
想
定
し
た
資
機
材
で
あ
る
。

答 問

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
に
代
わ
る

組
織
へ
の
補
助
金
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
の
交
付
金
を

削
減
し
、
多
様
な
団
体
の
補
助
金

に
回
す
と
い
う
よ
う
な
説
明
だ
っ
た
。

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
団
体
を
補
助
し

て
、
ど
う
い
う
活
動
を
期
待
す
る
と
考

え
て
い
る
の
か
。

当
該
事
業
は
、
区
域
内
で
活
動
す

る
市
民
活
動
団
体
が
、
市
民
生
活

の
向
上
や
地
域
の
振
興
に
資
す
る
活
動

に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

活
動
に
よ
っ
て
地
域
が
持
続
的
に
継
続

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

答 問 問

※ファーストミッションボックス･･･災害発生時に最初に居合わせた人がその場で協力して迅速な初期対応や避難所開設を行えるように作られた防災
　ツール



67

市
道
の
草
刈
り
に
つ
い
て

農
家
の
高
齢
化
に
よ
り
、
あ
ぜ
の

草
刈
り
で
精
一
杯
で
あ
る
。
市
と

し
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

高
齢
化
等
に
よ
り
対
応
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
状
況
も
認
識
し

て
い
る
が
、
市
道
除
草
事
業
補
助
金
を

活
用
し
な
が
ら
、
地
域
で
の
対
応
を
お

願
い
す
る
。

問

市
河
川
の
清
掃
に
つ
い
て

市
が
管
理
す
る
河
川
の
清
掃
を
、

地
区
衛
生
が
し
て
い
る
。
４
〜
５

年
前
か
ら
補
助
が
な
く
な
っ
た
。
補
助

が
な
い
な
ら
、
年
１
回
は
市
で
草
刈
り

や
清
掃
し
て
も
ら
い
た
い
。
議
会
か
ら

市
長
へ
伝
え
て
ほ
し
い
。

市
民
の
健
康
増
進
と
環
境
衛
生
の

向
上
を
図
り
、
健
康
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
に
地
区

衛
生
組
織
が
あ
り
、
そ
の
事
業
活
動
の

中
で
清
掃
活
動
に
対
し
て
補
助
を
行
っ

て
い
る
。
支
部
に
よ
っ
て
補
助
の
内
容

が
異
な
る
の
で
、
各
支
部
へ
問
い
合
わ

せ
て
ほ
し
い
。

　
市
で
草
刈
り
を
実
施
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
河
道
に
支
障
と
な
る

樹
木
の
繁
茂
や
土
砂
の
堆
積

等
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
が

現
地
を
確
認
し
、
樹
木
伐
採

や
※し
ゅ
ん
せ
つ
等
を
実
施
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

問

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

「
三
豊
市
独
自
の
脱
炭
素
」
は
気
候

変
動
と
生
物
多
様
性
の
損
失
を
同

時
解
決
す
る
も
の
で
あ
り
、
心
か
ら
期

待
し
て
い
る
。
今
年
の
気
候
変
動
解
決

の
た
め
の
対
策
は
。

市
で
は
豊
か
な
自
然
環
境
を
次
世

代
に
継
承
す
る
た
め
、
気
候
変
動

対
策
と
生
物
多
様
性
の
確
保
を
重
視
し

た
施
策
を
進
め
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
森
林
の
再
生
や
若
者

世
代
を
中
心
に
環
境
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
瀬
戸
内
海

に
広
が
る
藻
場
や
干
潟
な
ど
の
豊
か
な

海
洋
資
源
を
保
全
す
る
た
め
、
産
官
学

金
が
連
携
す
る
「
瀬
戸
内
渚
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
参
画
し
、
海
洋
生
態
系
の
豊
か

さ
を
守
り
つ
つ
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
源

と
な
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
創
出
に
も

取
り
組
み
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

削
減
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

答

答

問

閉
校
し
た
学
校
施
設
の
今
後
に
つ
い
て

桑
山
小
学
校
は
避
難
所
と
な
っ
て

い
る
が
、
閉
校
後
の
跡
地
の
行
政

利
用
や
売
却
処
分
の
進
捗
状
況
は
。

閉
校
し
た
学
校
施
設
は
、
指
定
緊

急
避
難
場
所
及
び
指
定
避
難
所
の

指
定
を
継
続
し
て
い
る
。
ニ
ー
ズ
の
調
査

を
実
施
し
、
小
学
校
内
の
備
品
に
つ
い
て

は
、
市
内
小
中
学
校
の
教
育
活
動
に
活
用

で
き
る
よ
う
配
分
を
行
う
そ
う
で
あ
る
。

答 問

み
と
よ
未
来
創
造
館
会
議
室
の

オ
ン
ラ
イ
ン
予
約

会
議
室
や
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

を
予
約
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

県
の
公
共
施

設
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
検

討
し
て
い
る
。
令

和
８
年
度
中
に
は
、

予
約
状
況
を
確
認

で
き
る
「
見
え
る

化
」
を
実
施
す
る

予
定
と
聞
い
て
い
る
。

答 問幅
広
い
世
代
へ
の
議
会
広
聴
活
動

議
会
報
告
会
な
ど
に
参
加
す
る
人

は
、
高
齢
者
が
多
い
と
聞
い
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
環
境
で
は
若
者
や
女

性
は
そ
も
そ
も
参
加
し
に
く
く
、
意
見

を
言
え
る
環
境
と
は
言
い
難
い
。
若
者

や
女
性
限
定
の
市
議
会
報
告
会
や
市
政

に
参
加
す
る
機
会
を
設
け
て
ほ
し
い
。

議
会
と
し
て
も
、
若
者
や
女
性
の

参
加
者
が
少
な
い
こ
と
は
問
題
視

し
て
お
り
、
曜
日
や
時
間
帯
を
変
え
た

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
報
告
会
を
実
施
し
た

り
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
い
た
だ
い

た
提
言
も
含
め
て
議
会
の
中
で
検
討
し

て
い
く
。

答 問

市
議
会
議
員
の
定
数
を
２
人

減
ら
し
た
理
由

市
民
は
多
様
化
し
て
い
る
。
多
様

な
意
見
を
取
り
入
れ
る
に
は
、
逆

に
議
員
定
数
を
増
や
し
た
方
が
い
い
の

で
は
な
い
か
。
経
費
削
減
と
い
う
が
、

予
算
が
増
え
な
い
工
夫
は
で
き
る
。
市

独
自
の
ル
ー
ル
を
定
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。市

の
人
口
が
６
万
人
を
切
り
、
議

員
数
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
20
人
に

し
た
。
貴
重
な
考
え
方
と
し
て
、
議
会

の
中
で
共
有
し
た
い
。

答 問

学
校
給
食
費
の
無
償
化

政
府
か
ら
給
食
費
の
無
償
化
が
打

ち
出
さ
れ
た
。
仮
に
国
の
補
助
金

が
市
の
定
め
た
給
食
費
よ
り
少
な
か
っ

た
場
合
は
、
不
足
金
額
を
保
護
者
の
負

担
と
せ
ず
、
完
全
に
無
償
化
と
な
る
よ

う
議
会
か
ら
市
長
・
教
育
長
へ
配
慮
を

お
願
い
し
て
ほ
し
い
。

小
学
校
の
学
校
給
食
費
は
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
て
本
年
４
月
か

ら
無
償
化
さ
れ
て
お
り
、
食
材
費
が
国

の
交
付
金
を
上
回
る
場
合
は
、
市
が
そ

の
差
額
を
負
担
し
、
保
護
者
に
負
担
を

求
め
て
い
な
い
。

　
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
慎
重
に
検
討
す
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
な
お
、
食
材
費
が
国
の
交

付
金
を
上
回
る
場
合
の
対
応
は
、
小
学

校
と
同
様
の
考
え
で
あ
る
。

答 問 市
道
の
修
繕
・
改
修
の
要
望
に
つ
い
て

地
元
か
ら
市
に
要
望
を
出
し
て
も
、

回
答
が
な
い
も
の
が
あ
る
。
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
回
答
し
、
解
決
す
る
の
か
。

市
道
の
修
繕
・
改
修
要
望
は
、
現

地
確
認
を
行
い
破
損
状
況
や
安
全

性
、
緊
急
性
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
対
応
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
。
対
応
方
針
に
つ
い
て
は
要

望
時
点
で
自
治
会
長
等
に
伝
え
て
い
る
。

そ
の
後
、
予
算
が
確
保
で
き
た
段
階
で
地

元
関
係
者
へ
伝
え
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

答

答

問

小
中
学
校
体
育
館
の
空
調
に
つ
い
て

空
調
や
遮
熱
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
体
育
館
の
空
調
設
備
に
つ

い
て
、
国
か
ら
期
限
付
き
で
交
付
金
を

う
け
て
、
順
次
設
置
し
て
お
り
、
統
廃

合
を
行
う
学
校
か
ら
設
置
し
て
い
る
と

聞
く
。
平
等
に
設
置
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
内
の
中
学
校
体
育
館
に
は
、
令

和
７
年
度
に
空
調
設
備
を
設
置
し

た
。
国
の
補
助
要
件
で
は
、
空
調
設
備

の
導
入
に
あ
た
り
断
熱
性
の
確
保
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
断
熱
性
が

確
保
さ
れ
て
い
る
豊
中
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
建
設
と
同
時
に
導
入
し
、
令
和

８
年
度
に
は
山
本
小
学
校
お
よ
び
財
田

小
学
校
の
体
育
館
へ
の
導
入
を
予
定
し

て
い
る
。
今
後
は
、
児
童
数
や
団
体
利

用
数
な
ど
を
踏
ま
え
、

小
学
校
体
育
館
へ
の
空

調
設
備
の
導
入
に
つ
い

て
、
早
期
に
検
討
す
る

よ
う
求
め
て
い
く
。

答 問

み
と
よ
市
民
病
院
の
経
営
と
責
任

広
報
紙
に
は
「
自
治
体
と
し
て
責

任
を
も
っ
て
運
営
を
し
て
い
く
」

と
書
か
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
目
標

が
書
か
れ
て
い
な
い
。
黒
字
化
に
す
る

と
か
、
で
き
な
け
れ
ば
ど
う
責
任
を
と

る
の
か
と
か
、
書
い
て
ほ
し
い
。

現
在
の
医
療
制
度
の
下
、
全
国
の

自
治
体
病
院
は
経
営
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

人
件
費
の
上
昇
や
物
価
高
騰
と
い
っ
た

構
造
的
要
因
に
よ
り
、
各
病
院
の
努
力

を
上
回
る
速
度
で
経
営
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
、
全
国
の
自
治
体
病
院
の
約

86
％
が
赤
字
経
営
と
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

　
み
と
よ
市
民
病
院
は
、
地
域
に
不
足

す
る
回
復
期
の
入
院
医
療
や
、
精
神
科
、

小
児
科
、

耳
鼻
咽
喉

科
な
ど
の

不
採
算
医

療
を
担
っ

て
い
る
。

ま
た
、
感

染
症
流
行

時
に
は
検

査
体
制
を

支
え
、
災

害
時
に
は

地
域
の
拠
点
病
院
と
し
て
機
能
す
る
な
ど
、

地
域
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ

る
。

　
全
国
の
自
治
体
病
院
と
同
様
に
厳
し

い
経
営
状
況
で
は
あ
る
が
、
今
後
も
責
任

を
も
っ
て
運
営
す
る
よ
う
求
め
て
い
く
。

答 問

※しゅんせつ（浚渫）…河川などの水底に堆積した土砂やヘドロを取り除く土木工事

特 集

財
政
運
営
の
切
り
替
え
に
つ
い
て

合
併
特
例
債
が
終
わ
り
、
今
後
は

財
源
確
保
が
一
層
困
難
に
な
り
、

市
に
は
大
変
厳
し
い
未
来
が
待
っ
て
い

る
と
思
う
。
議
会
の
中
で
知
恵
を
出
し

合
い
、
市
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

今
後
は
、
市
の
予
算
規
模
を
縮
小

さ
せ
つ
つ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
著

し
く
低
下
し
な
い
よ
う
、
市
民
と
合
意

形
成
を
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
新
し
い

財
政
状
態
を
見
出
し
た
い
、
と
い
う
説

明
が
市
長
か
ら
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は

説
明
を
受
け
る
議
会
だ
っ
た
が
、
政
策

改
善
を
提
案
す
る
議
会
を
目
指
し
、
市

民
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
全
力
で
取
り

組
む
。

答 問
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特 集

拡充

市の施策を評価しました !市の施策を評価しました !市の施策を評価しました !
　６月30日に決算・事務事業評価特別委員会を設置し、７月から８月にかけて、決算審査の在り方や議会事
務事業評価について、調査研究を行いました。その結果、本特別委員会に分科会を設置して対象事業の選定
方法を見直し、令和７年度に実施された全ての事務事業のうち、一般財源を主とする事業を対象として重点的
に検討を行った上で、評価対象事業に９事業をピックアップしました。
　令和７年度に三豊市が執行した事務事業を評価することで、市長部局においてその評価を踏まえ、今後の
予算編成や施策の推進に取り組んでもらうことを目的に実施しました。 本特別委員会で行った評価の結果は、
９月定例会最終日に、議長から市長に提出し、施策等への反映状況を議会に報告することを求めました。

三豊ベーシックインフラ整備事業
●主な理由
　共助サービスの取組や将来的なデータ活用の可
能性は残しつつ、現行事業を一旦休止し、成果指標、
費用対効果、事業主体、継続性を明確にし、新た
な事業として再構築することが妥当である。
●今後の改善、提案
　共助サービスの目的を維持しつつ、事業を整理統
合して過去の実証データの検証やKPIによる※PDCA
管理を徹底。個人情報に配慮しつつ今後の活用方針
を明確化する。

ふるさと三豊応援寄附事業
（ふるさと三豊応援基金管理事業）

支所管理事業（６支所分）

必要性、妥当性、達成度、費用対効果など
から、拡充、維持、縮小、統合、休止、廃止、
完了の 7区分で評価しました！

休止

維持

交通政策推進事業 維持
●主な理由
　「行きたいときに 行きたいところへ 行けるま
ち」の実現に向けた移動手段の確保、高齢者等の
外出機会・社会参加の促進、地域コミュニティの
維持という観点から、本事業は引き続き必要。自
動運転等の新たな交通手段については、実証実験
の結果等を踏まえ、方向性を判断する必要がある。
●今後の改善、提案
　利用者数や事業費だけでなく、外出機会の創出、
社会参加、交通空白地の解消、利用者満足度など、
事業目的に即した複数の※KPIを設定し、一定期間ご
とに検証した上で、事業内
容や次年度予算に反映する
仕組みを構築すること。

市道維持管理事業 維持
●主な理由
　市道や橋りょうの適切な維持修繕や路肩の除草、側溝
清掃等は、市民の日常交通の安全確保や生活環境の維持
に直結する極めて重要な基本事業であるので、現行の事
業水準を継続・維持することは不可欠。
●今後の改善、提案
　地域から提出される道路修繕や整備に関する要望は件数
が多く、事業化まで年数がかかる案件もある。損傷度や通
行量、緊急性などを総合的に点
数化し評価する客観的なガイド
ラインを策定し結果を公表する
ことで、要望対応の透明性と優
先順位判断の適正化を図れる。

宗吉瓦窯史跡公園管理運営事業 縮小
●主な理由
　来館者の状況を踏まえ、効率的・効果的
な施設運営を検討する必要がある。「縮小」
の評価は、史跡の歴史的価値や役割を否定
するものではなく、限られた財源や人員を
有効に活用しながら、より効果的な運営方
法を検討することで、宗吉瓦窯史跡の価値
を将来にわたって継承していくための前向
きな結果である。
●今後の改善、提案
　運営方法や更なる体験学習等について検
討し、情報発信や完全予約制の導入、常駐
職員の配置や開館日の見直しなどによる人
件費削減の改善策
とともに、対象職
員への丁寧な説明
やアフターフォ
ローなど、職員へ
の配慮等が必要で
ある。

詫間町民俗資料館・考古館管理費 縮小
●主な理由
　小学生の学習の一環としての利用以外に
来館者数が少ない状況を踏まえると、開館
日や開館時間、職員配置の見直し、予約制
の導入などによる効率的な施設運営と人件
費削減が必要である。「縮小」の評価は、単
に事業規模を縮小することを求めるもので
はなく、「現状のままでは十分ではない」と
の認識のもと、施設の老朽化や利用状況な
ども踏まえ、将来的な統合を見据えるなど、
これから先の施設の在り方についても検討
すべきである。
●今後の改善、提案
　開館日や開館時間の見直し、完全予約制
の導入などによる人件費の削減と資料整理
の効率化を図るとともに、情報発信やイベ
ント等の充実により、さらなる利用促進と
歳入増加につなげる必要がある。

敬老会事業 維持
●主な理由
　高齢者に敬意と感謝を表し、長寿を祝う大切な機会で
あり、高齢者宅への訪問や敬老会での交流は、孤立防止
や見守り、安否確認につながるとともに、地域とのつな
がりや生きがいを感じる機会となっている。また、参加
率も93.96％と非常に高く、多くの高齢者にとって大切
な活動となっている。
●今後の改善、提案
　自治会長や役員の負担、担い手不足、地域のつながりの
希薄化、敬老活動の情報が届かない方の増加などを踏まえ、
地域の実情に応じた敬老事業の在り
方を見直すとともに、対象年齢や戸
別配布する記念品の必要性や効果に
ついて調査・検討する必要がある。

●主な理由
　市民サービスの面から、しばらくは現在の支所
機能を維持することは必要。
　各支所の窓口対応件数は年々減少しているので、
ありかたの検討をするべき。
●今後の改善、提案
　旧町庁舎の単独維持を見直し、市民センターや社
会教育施設と複合化・コンパクト化する。
　税や介護等の複雑な専門
業務は本庁窓口へ一本化し、
支所窓口には遠隔対応端末
を設置して、支所職員の業
務負担軽減や配備体制の機
能縮小を図る。

●主な理由
　貴重な財源確保のため、返礼品やブランディン
グを強化し、地域産品の振興につなげる。寄附者
との継続的な関係づくりや、専門部署等の設置に
より、戦略的に取組を進める必要がある。
●今後の改善、提案
　専任の担当課・チーム等の設置や中間管理事業者、
市内事業者との連携により推進体制を強化し、地場
産品や地域資源を活用したストーリー性のあるコア
返礼品を開発し、「三豊市だから選ばれる」返礼品
を育てること。クラウド
ファンディング型ふるさ
と納税や企業版ふるさと
納税について、寄附目的
の幅を広げ、より多様な
活用を進めること。

農村公園管理費　都市公園管理事業
その他公園の維持管理事業 統合
●主な理由
　現在は所管課ごとに公園の管理をしているが、遊具の
法定定期点検や除草、樹木の剪定作業は専門部署が一括
管理したほうが、予算の削減や事務処理負担の軽減がで
きてメリットが大きい。
●今後の改善、提案
　専門部署が市内公園を一括管理し、利用実態や遊具の耐
用年数などを統一的な基準で調査・把握して、近隣施設と
の機能重複の解消や維持が困難な
施設の集約・規模縮小などの持続
可能で効果的な公園配置を行う。

※PDCA…Plan（計画）→Do（実行）→Check（評価）→Action（改善）を繰り返して、仕事や業務を継続的に良くしていくための管理手法
※KPI…重要業績評価指標（Key Performance Indicator）のことで、組織やプロジェクトの目標達成度を数値で測るための「特に重要な指標」

がよう
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主
な
質
疑
と
答
弁

【
一
般
会
計
】

総
務
費

令
和
７
年
度
に
は
水
防
本
部
を
２
回

設
置
し
て
災
害
対
応
を
行
っ
た
。
今
後

の
危
機
管
理
体
制
と
し
て
も
大
き
な
負

担
を
伴
う
現
場
の
最
前
線
に
な
る
と
考

え
る
が
、
そ
の
後
の
検
証
は
行
っ
て
い

る
の
か
。
職
員
体
制
や
資
材
整
備
な
ど
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

毎
年
度
当
初
に
水
防
本
部
の
職
員
体

制
や
、
各
避
難
所
を
開
設
す
る
職
員
な

ど
を
決
定
し
、
早
期
に
対
応
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。
風
水
害
時
に
は
住

民
に
早
期
に
避
難
し
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
優
先
的
に
開
設
す
る
避

難
所
を
周
知
し
て
い
る
。
今
年
度
に
総

合
防
災
マ
ッ
プ
を
改
訂
し
て
お
り
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
併
せ
て
周
知
し
て
い

く
。
ま
た
、
令
和
８
年
５
月
末
か
ら
新

し
い
防
災
気
象
情
報
の
運
用
が
開
始
さ

れ
、
警
報
が
発
表
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

も
変
わ
っ
て
い
る
。
気
象
台
と
協
議
・

振
り
返
り
を
行
い
な
が
ら
、
夜
間
の
発

表
時
に
早
め
に
避
難
所
を
開
設
す
る
な

ど
、
避
難
所
の
開
設
時
期
や
避
難
情
報

の
出
し
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

民
生
費

令
和
７
年
度
の
産
後
ケ
ア
実
利
用
者

数
は
65
人
、
交
通
費
助
成
の
利
用
者
は

10
人
で
、
利
用
率
が
高
く
な
い
と
思
う

が
、
重
点
施
策
と
し
て
、
こ
の
要
因
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

産
後
ケ
ア
に
つ
い
て
は
無
償
化
し
た

こ
と
も
あ
り
、
令
和
７
年
度
は
こ
れ
ま

で
で
最
も
高
い
利
用
率
と
な
っ
て
い
る
。

妊
娠
８
か
月
相
談
の
際
に
案
内
し
、
出

産
後
の
乳
児
訪
問
で
も
、
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
利
用
を
案
内
し
て
い
る
。

　

交
通
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
家
族
等

が
送
迎
で
き
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
全

て
の
方
が
利
用
す
る
状
況
で
は
な
い
が
、

平
日
に
産
後
ケ
ア
を
利
用
し
た
い
方
で

家
族
の
協
力
を
得
ら
れ
な
い
場
合
な
ど

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
令
和
７
年
度
は
、

こ
れ
ま
で
で
最
も
多
く
利
用
さ
れ
た
と

考
え
て
い
る
。

農
林
水
産
業
費

令
和
７
年
度
施
政
方
針
で
示
さ
れ
た
、

手
間
暇
を
惜
し
ま
な
い
本
市
の
生
産
者

の
強
み
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
加
え
る
こ
と
で
、
本
市

農
業
を
さ
ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、

生
産
し
た
も
の
を
様
々
な
形
で
消
費
者

に
届
け
る
新
た
な
仕
組
み
の
構
築
を
目

指
す
た
め
、
必
要
な
※
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
産
・
官
・
学
の
知
見
を
導
入
し
検

討
す
る
と
あ
る
が
、
そ
の
成
果
は
。

ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
業

振
興
関
係
単
独
県
費
補
助
事
業
に
お
い

て
、
自
動
運
転
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
ス

マ
ー
ト
農
業
に
活
用
で
き
る
補
助
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
有
機
農
業
産

地
づ
く
り
推
進
緊
急
対
策
事
業
に
お
い

て
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
見
据
え
た

仕
組
み
を
検
討
し
て
お
り
、
売
り
先
を

確
保
し
た
上
で
作
付
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　

【
病
院
事
業
会
計
】

病
床
利
用
率
が
上
が
ら
な
い
理
由
は
、

需
要
が
な
い
か
ら
か
、
そ
れ
と
も
受
入

れ
が
で
き
な
い
か
ら
か
。
看
護
師
等
は

施
設
基
準
に
基
づ
い
て
配
置
さ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
入
院
患
者
数

に
よ
っ
て
受
入
れ
が
困
難
に
な
る
場
合

や
、
医
師
数
が
原
因
で
受
入
れ
が
で
き

な
い
場
合
な
ど
、
具
体
的
な
状
況
を
伺
う
。

令
和
７
年
度
は
、
救
急
・
急
患
の
受

入
件
数
が
前
年
度
よ
り
減
少
し
た
こ
と

が
、
病
床
利
用
率
の
減
少
に
つ
な
が
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
看
護
師
の
配
置
は
、

患
者
数
で
は
な
く
看
護
体
制
な
ど
の
施

設
基
準
に
基
づ
い
て
決
ま
る
た
め
、
患

者
数
に
か
か
わ
ら
ず
必
要
な
配
置
を
し

て
い
る
。

【
総
括
質
疑
関
係
】

令
和
７
年
度
の
※
経
常
収
支
比
率
は

98
・
８
％
で
、
前
年
度
か
ら
0.6
ポ
イ
ン

ト
悪
化
し
、
県
内
で
も
高
い
水
準
と
な
っ

て
い
る
。※
実
質
公
債
費
比
率
や
※
将
来
負

担
比
率
は
良
好
だ
が
、
経
常
収
支
比
率

が
高
く
、
独
自
施
策
に
使
え
る
財
源
が

限
ら
れ
て
い
る
。
経
常
経
費
を
将
来
を

見
据
え
て
ど
う
削
減
し
て
い
く
の
か
。

今
後
の
財
政
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

経
常
収
支
比
率
98
・
８
％
は
財
政
構

造
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
表
れ
で
あ

り
、
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
人
件
費

の
増
加
、
物
価
高
騰
に
よ
る
光
熱
水
費

や
委
託
料
等
の
上
昇
、
合
併
に
よ
り
多

く
の
公
共
施
設
を
保
有
し
て
い
る
こ
と

に
よ
る
負
担
、
高
齢
化
や
子
育
て
支
援

に
伴
う
扶
助
費
の
増
加
な
ど
が
主
な
要

因
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
定
員
管
理
や
業
務
改
善
に

よ
る
人
件
費
の
適
正
化
、
公
共
施
設
の

統
廃
合
・
複
合
化
、
包
括
業
務
委
託
、

補
助
金
・
負
担
金
の
見
直
し
、
計
画
的

な
市
債
発
行
な
ど
に
取
り
組
む
。
歳
入

面
で
は
税
収
納
率
の
向
上
、
財
産
収
入

の
獲
得
、
企
業
誘
致
等
に
よ
る
財
源
確

保
に
努
め
る
。

　
将
来
の
歳
入
・
歳
出
、
基
金
、
市
債

の
状
況
を
見
据
え
、
三
豊
市
の
身
の
丈

に
合
っ
た
財
政
規
模
を
明
ら
か
に
し
た

上
で
、
必
要
な
分
野
へ
重
点
的
に
財
源

を
配
分
し
、
既
存
事
業
の
廃
止
・
縮
小
・

実
施
方
法
の
見
直
し
を
進
め
る
。

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
審
査
に
よ

り
、
原
案
ど
お
り
認
定
し
た
。

※プラットフォーム…サービスやコンテンツを提供するための共通基盤となる環境
※経常収支比率…人件費、扶助費、公債費等の経常経費に、地方税、地方交付税を中心とする経常一般財源収入がどの程度充当されているかを表す指標
※実質公債費比率…一般会計等が負担する借入金の返済額及びこれに準ずる額の大きさを指標化したもの
※将来負担比率…地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の残高を指標化したもの

答

答

問

問問

答答

答

問問

　
９
月
３
日
、
11
日
、
18
日
、
24
日
、

25
日
、
29
日
に
決
算
審
査
に
お
け
る
委

員
会
を
開
催
し
、
令
和
７
年
度
一
般
会

計
決
算
な
ど
、
計
11
議
案
に
つ
い
て
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

決
算
・
事
務
事
業
評
価

特
別
委
員
会

【夜間中学について】
  7月15日　愛媛県今治市議会 会派（新政会・直心会）
  8月  6日　大分県豊後大野市議会 厚生文教常任委員会
10月  7日　山口県平生町議会 産業文教常任委員会

【部活動地域移行について】
  7月23日　茨城県守谷市議会 会派（もりや未来）

【市立松崎こども園について】
  8月  5日　善通寺市議会 教育民生委員会

【ハラスメント防止条例・議会報告について】
  8月17日　大分県宇佐市議会 議会運営委員会

【バイオマス資源化センターみとよについて】
  8月  6日　福島県議会 企画環境委員会 
  8月25日　京都市会 環境福祉委員会

����
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令和８年  第3回
定例会の概要

会期　9月3日～10月2日（30日間）

今
定
例
会
で
は

次
の
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

令
和
７
年
度
決
算
認
定 

11
件
認
定

令
和
８
年
度
補
正
予
算 

９
件
可
決

条
例
に
関
す
る
議
案 

８
件
可
決

人
事
案
件 

３
件
同
意

陳
情 

１
件（
一
部
採
択
）

議
員
派
遣 

２
件同意

可決補正 令和8年度9月補正予算
一般会計 4億7,396万7千円 増
 383億7,023万9千円 　
国民健康保険事業特別会計
 1億8,771万円2千円 増
 68億6,071万円2千円　 
国民健康保険診療所事業特別会計  14万7千円 減
 1億4,452万3千円 　
後期高齢者医療事業特別会計  116万円 増
 15億1,216万円 　
介護保険事業特別会計 2億866万7千円 増
  81億1,696万4千円 　
浄化槽整備推進事業特別会計  46万1千円 増
 2億3,146万1千円 　
港湾整備事業特別会計 155万3千円 増
 2,355万3千円　 
病院事業会計 1 ,000万円 増
 30億8,770万円　 
集落排水事業会計 321万3千円 減
 2億2,312万9千円 　

↑

↑

↓

↑

↑

↑

↑

↑

↓

認定決算
令和７年度歳入歳出決算認定
●一般会計
●国民健康保険事業特別会計
●国民健康保険診療所事業特別会計
●後期高齢者医療事業特別会計
●介護保険事業特別会計
●介護サービス事業特別会計
●浄化槽整備推進事業特別会計
●港湾整備事業特別会計
●国道用地先行取得事業特別会計
●病院事業会計
●集落排水事業会計

人
事
案
件
（
敬
称
略
） 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て 

三
宅　
和
志（
山
本
町
）

河
田　
　
治（
仁
尾
町
）

白
井　
　
基（
高
瀬
町
）

一部
採択

陳
情

自
動
運
転
実
証
実
験
の
路
線
延

伸
に
伴
う
安
全
性
検
証
・
住
民

合
意
形
成
お
よ
び
将
来
計
画
の

明
確
化
に
関
す
る
陳
情
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大平国明
議員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

寄
附
額
増
に
向
け
た
取
り
組
み
や

観
光
や
商
業
と
組
み
合
わ
せ
た
返

礼
品
開
発
に
つ
い
て
伺
う
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
検
証
し
、

寄
附
額
拡
大
に
向
け
て
全
国
に
誇

れ
る
地
域
資
源
を
改
め
て
掘
り
起
こ
す

と
と
も
に
、
三
豊
市
の
強
み
で
も
あ
る

フ
ル
ー
ツ
を
重
点
的
に
強
化
し
て
い
き

た
い
。

　
観
光
や
商
業
と
連
携
し
た
返
礼
品
は
、

経
済
へ
の
波
及
効
果
も
高
く
、
本
市
の

持
つ
豊
か
な
自
然
や
観
光
資
源
、
商
業

施
設
と
組
み
合
わ
せ
た
返
礼
品
を
拡
充

さ
せ
、
今
後
は
観
光
や
飲
食
、
宿
泊
な

ど
と
連
携
を
さ
ら
に
進
め
、
本
市
な
ら

で
は
の
体
験
型
返
礼
品
の
開
発
を
進
め

る
こ
と
で
、
地
域
内
消
費
や
関
係
人
口

の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問答

瀧本哲史
議員

災
害
時
を
想
定
し
た
財
政
運
営
は

で
き
て
い
る
の
か

全
国
で
地
方
自
治
体
の
財
政
悪
化

が
報
じ
ら
れ
る
中
、
三
豊
市
も
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
災
害
時
の
支
援
金

や
復
旧
費
用
に
よ
る
財
政
圧
迫
の
事
例

を
踏
ま
え
る
と
、
現
在
の
貯
金
（
財
政

調
整
基
金
）
40
億
円
で
は
、
大
規
模
災

害
が
起
き
た
際
の
財
政
運
営
が
直
ち
に

行
き
詰
ま
る
懸
念
が
あ
る
。
事
務
事
業

の
見
直
し
で
一
定
の
成
果
は
あ
る
も
の

の
、
経
済
的
損
失
を
防
ぐ
事
前
対
策
の

徹
底
と
財
政
体
制
の
強
化
が
必
要
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
現
在
の
財
政
状
況
の

評
価
と
、
立
て
直
し
の
財
源
に
な
り
得

る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
寄
付
目
標
額

お
よ
び
見
通
し
に
つ
い
て
市
の
考
え
を

問
う
。本

市
の
財
政
は
、
将
来
の
借
金
返

済
（
公
債
費
）
増
加
や
経
常
収
支

比
率
の
高
止
ま
り
な
ど
厳
し
い
状
況
に

あ
る
が
、
直
ち
に
危
機
的
で
は
な
い
。

事
務
事
業
の
見
直
し
や
デ
ジ
タ
ル
活
用

（
※A
X
／※D
X
）
で
経
費
削
減
を
進
め

る
。 

災
害
へ
の
備
え
と
な
る
貯
金
（
財
政

調
整
基
金
）
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
40
億
円
を
目
安
と

考
え
て
い
る
。
大
規
模
災
害
時
は
基
金

に
加
え
、
国
や
県
の
支
援
金
、
地
方
債

を
組
み
合
わ
せ
て
対
応
す
る
。
ま
た
、

貴
重
な
財
源
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

は
将
来
的
に
20
億
円
を
目
標
と
し
、
ま

ず
は
15
億
円
を
目
指
す
が
、
変
動
が
大

き
い
た
め
こ
れ
だ
け
に
依
存
せ
ず
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
目
指
す
。

問答

避
難
所
管
理
体
制
や
一
般
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
に
つ
い
て
伺

う
。

本
市
で
は
、「
避
難
所
管
理
運
営
標

準
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
、
避

難
者
数
の
把
握
、
ト
イ
レ
確
保
等
を
確

認
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
運
用
し

て
お
り
、
避
難
所
の
状
況
に
つ
い
て
は

各
担
当
職
員
か
ら
随
時
報
告
を
受
け
る

体
制
を
整
え
て
い
る
。「
地
域
防
災
計
画
」

の
修
正
に
合
わ
せ
、
管
理
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
見
直
し
、
現
場
で
誰
も
が
適
切

に
使
用
で
き
る
様
式
の
作
成
、
効
果
的

な
運
用
方
法
の
構
築
を
図
り
、
防
災
訓

練
等
で
活
用
す
る
。

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、

派
遣
体
制
や
派
遣
場
所
の
範
囲
、
防
災

士
会
と
の
連
携
等
に
つ
い
て
、
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
具
体
的
な
仕
組
み
づ
く
り
を
協
議

検
討
す
る
。

問答

▲ふるさと納税
　（フルーツ定期便）

▲今回の一般質問の要旨

� � � �

原
稿
は
質
問
者
本
人
が
書
い
て
い
ま
す

そ
の
他
の
質
問

○
新
設
豊
中
小
学
校
の
児
童
の
熱
中
症

　
対
策
と
小
学
校
跡
地
の
進
捗
状
況
確

　
認

そ
の
他
の
質
問

〇
み
と
よ
市
民
病
院
の
経
営
状
況
は

〇
豊
中
小
学
校
開
校
前
後
の
問
題
に
つ

　
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

� � � � � � �

は
質
問
者
が
A
I
で
生
成
し
た
画
像
で
す

原
稿
は
質
問
者
本
人
が
書
い
て
い
ま
す

AI
AI

令和8年第3回（9月）定例会　審議結果
議場にいた全員が賛成した議案

賛否が分かれた議案

議案名等
令和７年度三豊市一般会計歳入歳出
決算認定について
令和７年度三豊市国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算認定について
令和７年度三豊市国民健康保険診療所事業
特別会計歳入歳出決算認定について
令和７年度三豊市後期高齢者医療事業特別会計
歳入歳出決算認定について
令和７年度三豊市介護保険事業特別会計
歳入歳出決算認定について 三豊市公告式条例等の一部改正について

三豊市印鑑条例の一部改正について 

三豊市税条例の一部改正について

三豊市文化会館条例の一部改正について

三豊市山本ふれあい公園条例の一部改正について

人権擁護委員候補者の推薦について（三宅 和志）

人権擁護委員候補者の推薦について（河田 治）

人権擁護委員候補者の推薦について（白井 基）

議員派遣について（９月８日議決分）

議員派遣について（１０月２日議決分）

自動運転実証実験の路線延伸に伴う安全性検証・住民合意
形成および将来計画の明確化に関する陳情（一部採択）

三豊市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正について

令和７年度三豊市介護サービス事業特別会計
歳入歳出決算認定について
令和７年度三豊市浄化槽整備推進事業特別会計
歳入歳出決算認定について
令和７年度三豊市港湾整備事業特別会計
歳入歳出決算認定について
令和７年度三豊市国道用地先行取得事業特別会計
歳入歳出決算認定について
令和７年度三豊市病院事業会計決算認定について

令和７年度三豊市集落排水事業会計決算認定について
令和８年度三豊市国民健康保険事業
特別会計補正予算（第２号）
令和８年度三豊市国民健康保険診療所事業
特別会計補正予算（第２号）
令和８年度三豊市後期高齢者医療事業
特別会計補正予算（第１号）
令和８年度三豊市介護保険事業
特別会計補正予算（第２号）
令和８年度三豊市浄化槽整備推進事業
特別会計補正予算（第１号）
令和８年度三豊市港湾整備事業
特別会計補正予算（第１号）

令和８年度三豊市一般会計
補正予算（第２号）

令和８年度三豊市病院事業会計補正予算（第２号）

令和８年度三豊市集落排水事業会計
補正予算（第２号）
三豊市公私連携保育法人審査委員会
設置条例の制定について
社会保険診療報酬支払基金法の一部改正に伴う
関係条例の整理について

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

議決結果

原案可決
（賛17、反2）◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ - ◯ ◯

篠
原
　
一
馬

大
平
　
国
明

眞
鍋
　
範
子

香
川
　
貴
志

伊
藤
　
幸
洋

青
井
　
和
樹

丸
戸
　
研
二

高
木
　
　
修

井
出
喜
久
美

近
藤
　
　
武

瀧
本
　
哲
史

湯
口
　
　
新

水
本
真
奈
美

込
山
　
文
𠮷

浜
口
　
恭
行

詫
間
　
政
司

田
中
　
達
也

石
井
　
勢
三

市
川
　
洋
介

城
中
　
利
文

議員名

議案名等

※○：賛成　●：反対　欠：欠席　退：退席　除：除斥　※議長は可否同数の場合のみ表決権があります。（議長　１8番　石井勢三）
▲人事案件については敬称を省略しています。※AX（AI Transformation）…AI（人工知能）を業務の中核に据え、組織のあり方を根本から変革する取り組み

※DX(Digital Transformation)…デジタル技術を活用して業務やビジネス、組織そのものを変革し、新たな価値を生み出す取り組み
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井出喜久美
議員

無
断
転
用
農
地
を
め
ぐ
る
相
続
人

へ
の
救
済
と
未
然
防
止
策
に
つ
い
て

無
断
転
用
農
地
を
相
続
し
た
人
が
、

思
い
も
よ
ら
な
い
負
担
を
背
負
う

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
今
後
、
農
業
を
す
る

意
思
も
能
力
も
な
い
相
続
人
に
家
屋
解

体
や
構
造
物
の
除
去
工
事
な
ど
の
膨
大

な
費
用
を
負
担
さ
せ
て
ま
で
原
状
回
復

を
求
め
る
こ
と
へ
の
是
非
や
相
続
人
へ

の
救
済
、
ま
た
、
課
税
と
農
地
法
の
整

合
性
の
確
認
や
未
然
防
止
策
に
つ
い
て

問
う
。相

続
人
に
一
律
の
原
状
回
復
を
求

め
る
こ
と
は
過
大
な
負
担
と
な
り

得
る
た
め
転
用
の
経
緯
や
復
元
可
能
性
、

意
向
を
確
認
し
個
別
に
対
応
す
る
。
復

元
が
著
し
く
困
難
な
土
地
は
非
農
地
判

断
を
行
う
考
え
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
い

る
。
課
税
と

農
地
法
は
基

準
が
異
な
る
。

相
続
を
契
機

と
し
た
情
報

提
供
や
、
税

務
課
と
農
業

委
員
会
の
連

携
を
検
討
す

る
。 問答

眞鍋範子
議員

香
川
県
民
の
日
を
活
用
し
た

郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
い
て

12
月
３
日
の
「
香
川
県
民
の
日
」

を
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
市
民

の
皆
様
が
香
川
や
三
豊
の
魅
力
を
知
り
、

郷
土
へ
の
愛
着
を
育
む
機
会
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
宝
山
湖
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
地
域
の
魅
力
を

体
験
で
き
る
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。
県

と
連
携
し
、
分
か
り
や
す
く
周
知
し
て
い

く
。
今
後
も
「
ふ
る
さ
と
香
川
」「
ふ
る

さ
と
三
豊
」
へ
の
愛
着
や
誇
り
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
進
め
て
い
く
。

問答

篠原一馬
議員

三
豊
市
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

進
捗
と
今
後
の
方
針

平
成
31
年
３
月
の
策
定
か
ら
７
年

以
上
が
経
過
し
た
。
策
定
に
要
し

た
経
費
、
本
庁
舎
周
辺
の
進
捗
、
民
間

活
力
と
の
連
携
、
今
後
の
方
針
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

策
定
業
務
の
委
託
料
は
３
０
４
０

万
２
千
円
で
全
額
一
般
財
源
。
本

庁
舎
隣
接
地
を
取
得
で
き
ず
、
当
初
の

将
来
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
の
整
備
は
困
難

と
な
っ
た
。
一
方
、
ホ
テ
ル
や
金
融
機

関
の
進
出
を
好
機
と
捉
え
、
民
間
活
力

を
生
か
し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
検
討

す
る
。

問答

込山文𠮷
議員

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
と

※フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
以
下
F
M
）
に
つ
い
て

個
別
施
設
計
画
の
見
直
し
に
当
た

り
、
施
設
の
重
要
度
や
利
用
状
況

だ
け
で
な
く
、※ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

（
以
下
L
C
C
）
を
踏
ま
え
た
優
先
順
位

付
け
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
聞
く
。

公
共
施
設
管
理
の
統
一
基
準
を
策

定
し
日
常
点
検
を
実
施
し
、
施
設

情
報
を
更
新
す
る
。 

固
定
資
産
台
帳
に
て

一
元
管
理
を
行
う
。
客
観
的
判
断
を
行

い
、
長
寿
命
化
を
図
る
。
F
M
導
入
を

検
討
し
、
点
検
評
価
の
課
題
の
専
門
性

不
足
を
認
識
し
、
総
合
的
分
析
を
重
視

し
た
包
括
管
理
を
基
盤
に 

F
M
推
進
を

図
る
。 

L
C
C
で
優
先
判
断
し
、
予
防
保

全
へ
転
換
す
る
。

年
金
増
額
が
負
担
増
に
つ
な
が
る

制
度
の
矛
盾
と
、
高
齢
者
の
生
活
を

守
る
た
め
の
対
応
に
つ
い
て

年
金
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
増

額
分
が
実
質
所
得
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
聞

く
。

昨
年
度
は
非
課
税
、
な
ぜ
今
年
は

課
税
に
な
る
の
か
と
い
っ
た
問
い

合
わ
せ
が
多
数
あ
る
。
年
金
の
物
価
ス

ラ
イ
ド
は
国
が
決
定
す
る
も
の
で
、
市

税
等
の
算
定
も
、
地
方
税
法
等
の
上
位

法
が
根
拠
と
な
る
。
三
豊
市
独
自
の
制

度
変
更
は
現
実
的
で
は
な
く
、
国
の
施

策
次
第
と
な
る
た
め
国
の
動
向
を
注
意

し
て
い
く
。

問問 答

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等
へ
の

支
援
強
化
に
つ
い
て

社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
成
立
し
た
。
包
括
的
支

援
体
制
の
構
築
や
、※
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
よ

る
早
期
発
見
、
早
期
支
援
の
充
実
が
重

視
さ
れ
て
い
る
。
地
域
共
生
社
会
実
現

の
考
え
を
聞
く
。

本
市
の
実
情
に
即
し
た
連
携
体
制

や
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
社

会
福
祉
協
議
会
、民
生
委
員
、医
療
機
関
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
成
年
後
見
制

度
に
関
す
る
相
談
支
援
機
関
、
必
要
に

応
じ
て
金
融
機
関
や
葬
祭
等
の
関
係
機

関
と
も
情
報
共
有
を
図
り
、
支
援
が
必

要
な
方
を
適
切
な
機
関
に
つ
な
ぐ
仕
組

み
作
り
を
進
め
て
い
く
。

問答

答

原
稿
は
質
問
者
本
人
が
書
い
て
い
ま
す

� � � �

◀▲去年の「宝山湖フェスティバル」の様子
今年は市制施行 20周年記念事業の一環として
「香川県民の日創設記念 宝山湖フェスティバル
2026」を 11月８日（日）に開催予定

▲本庁舎周辺の将来イメージと変更後の施設配置

AI

子
ど
も
の
年
齢
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
多
様
な
居
場
所
づ
く
り
に
は
、

施
設
整
備
だ
け
で
な
く
、
遊
び
や
体
験

な
ど
ソ
フ
ト
面
の
充
実
も
重
要
で
あ
る
。

子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
た
め
、
公
園

な
ど
既
存
の
地
域
資
源
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
、
多
様
な
遊
び
や
体
験
の
場
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

市
内
に
は
約
60
の
公
園
が
あ
り
、

関
係
部
署
で
情
報
共
有
や
活
用
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
ミ
ク
ス
ポ
「
１

０
０
円
ア
リ
ー
ナ
開
放
」
は
、
屋
内
の

子
ど
も
の
新
た
な
居
場
所
の
一
つ
と

な
っ
た
。
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
等
も
活

用
し
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
の
声
を

丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
、
子
育
て
応
援
サ
ー

ビ
ス
券
の
対
象
拡
充
な
ど
、
地
域
や
民

間
と
の
連
携
も
含
め
、
よ
り
多
様
な
「
遊

び
と
体
験
」
の
場
の
充
実
に
取
り
組
む
。

問

答

子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
る
居
場
所
と

地
域
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

前
回
に
続
き
、
宿
泊
型
産
後
ケ
ア

を
み
と
よ
市
民
病
院
で
実
現
す
る

た
め
、
外
部
助
産
師
の
活
用
、
個
室
を

生
か
し
た
療
養
環
境
、
産
後
う
つ
予
防

と
市
内
の
受
け
皿
づ
く
り
、
赤
字
経
営

改
善
と
の
両
立
に
つ
い
て
問
う
。

み
と
よ
市
民
病
院
で
の
実
施
は
、

現
時
点
で
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
一
方
、
市
内
で
の
実
施
に
向

け
て
、
今
後
利
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
出
産
し
た
全
て
の
方
へ
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
求
め
ら
れ
る
支
援
や
利
用

し
や
す
い
環
境
を
把
握
し
て
、
支
援
内

容
の
改
善
に
努
め
る
。
そ
の
結
果
を
も

と
に
、
市
内
で
の
実
現
の
可
能
性
を
、

健
康
福
祉
部
と
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
妊
婦
や
子

育
て
世
代
も
対
象
と
し
、
産
後
早

期
の
支
援
の
実
現
を
求
め
る
。

問問 答 み
と
よ
市
民
病
院
に
お
け
る
宿
泊
型

産
後
ケ
ア
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

高
瀬
線
・
荘
内
線
を
デ
マ
ン
ド
交

通
へ
移
行
す
る
理
由
と
運
行
内
容

を
問
う
。
ま
た
、
財
田
町
で
は
決
め
ら

れ
た
場
所
（
自
宅
前
）
か
ら
決
め
ら
れ

た
場
所
（
乗
降
場
所
）
ま
で
利
用
で
き

る
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
併
用
し
て
い
る
。
地
域
住
民
や
交

通
事
業
者
の
声
を
聞
き
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
交
通
体
系
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

高
瀬
・
荘
内
は
交
通
空
白
地
に
準

ず
る
地
域
で
、
令
和
８
年
度
内
の

開
始
を
目
指
す
。
14
人
乗
り
の
車
両
を

各
１
台
導
入
予
定
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
交
通
サ
ー
ビ
ス
が
重
要
で
あ
り
、

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
を
進
め

る
。 問答 高

瀬
線
・
荘
内
線
の

デ
マ
ン
ド
交
通
へ
の
移
行

９
月
１
日
か
ら
生
活
道
路
の
法
定

速
度
が
原
則
時
速
30
㎞
と
な
っ
た
。

対
象
道
路
を
市
民
に
分
か
り
や
す
く
周

知
し
、
交
通
安
全
意
識
の
向
上
に
つ
な

げ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
啓
発
を
行
う

の
か
。広

報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
等
で
情
報
提
供
す
る
と
と
も
に
、

三
豊
警
察
署
と
連
携
し
た
交
通
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
学
校
で
の
交
通
安
全
教
室
を

通
じ
、
継
続
的
に
周
知・啓
発
し
て
い
く
。

問答 生
活
道
路
の
法
定
速
度
時
速

30
㎞
へ
の
引
下
げ

▲相続した後に無断転用と判明した農地

は
質
問
者
が
A
I
で
生
成
し
た
画
像
で
す

AI

※ファシリティマネジメント（Facility Management）…企業・団体が組織活動のために、施設とその環境を総合的に企画、管理、活用する経営活動
※ライフサイクルコスト（Life Cycle Cost）…製品や建物が作られてから、その役割を果たして廃棄されるまでにかかる費用の総額
※アウトリーチ（Outreach）…支援を必要としている人のもとへ、専門家や行政自らが積極的に出向いて働きかける「訪問型」の取り組み
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伊藤幸洋
議員

歩
車
分
離
式
信
号
の
導
入
に
つ
い
て

詫
間
町
の
お
お
し
た
歯
科
医
院
付

近
交
差
点
は
通
学
・
通
勤
で
混
雑

し
危
険
で
あ
る
。
歩
車
分
離
式
信
号
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。
渋
滞
懸
念
に
対

し
て
は
、
登
下
校
時
間
帯
限
定
の
運
用

や
押
し
ボ
タ
ン
式
の
併
用
と
い
っ
た
柔

軟
な
解
決
策
を
提
示
し
、
市
が
主
導
し

て
警
察
等
へ
積
極
的
に
協
議
・
要
望
を

行
う
べ
き
で
は
。

歩
車
分
離
式
信
号
は
安
全
確
保
に

有
効
で
あ
る
一
方
、
渋
滞
や
公
安

委
員
会
の
管
轄
で
あ
る
点
な
ど
総
合
的

な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

時
間
帯
限
定

や
押
し
ボ
タ

ン
式
の
併
用

と
い
っ
た
柔

軟
な
手
法
も

含
め
、
関
係

機
関
と
協
議

や
現
場
点
検

を
行
い
、
地

域
の
実
情
に

応
じ
た
実
現

可
能
な
方
法

を
検
討
し
て

い
く
。

問答

志
々
島
へ
の
公
衆
ト
イ
レ
の

設
置
に
つ
い
て

志
々
島
は
近
年
観
光
客
が
増
加（
年

間
約
７
５
０
０
人
）
し
て
い
る
が
、

自
由
に
使
え
る
清
潔
な
公
衆
ト
イ
レ
が

不
足
し
て
い
る
。
環
境
保
全
や
島
民
の

衛
生
環
境
を
守
る
た
め
、
バ
イ
オ
ト
イ

レ
等
の
導
入
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
る
財
源
確
保
を
含
め
、
設
置
・

改
修
に
向
け
た
市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

公
衆
ト
イ
レ
が
港
か
ら
離
れ
た
和

式
で
あ
る
等
の
課
題
を
認
識
し
、

現
在
は
土
、
日
、
祝
日
に
「
老
人
い
こ

い
の
家
」
の
洋
式
ト
イ
レ
を
開
放
し
て

対
応
し
て
い
る
。
設
置
場
所
や
維
持
管

理
費
、
継
続
的
な
財
政
負
担
等
の
整
理

が
必
要
だ
が
、
バ
イ
オ
ト
イ
レ
等
の
技

術
導
入
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
活
用
は
有
効
な
選
択
肢
で
あ
る
。
他

自
治
体
の
事
例
調
査
や
補
助
制
度
の
活

用
を
含
め
、
持
続
可
能
な
整
備
に
向
け

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問答

詫間政司
議員

カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
と
三
豊
市
の

食
を
通
じ
た
持
続
的
な
連
携
に
つ
い
て

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事
業
の
一

つ
に
、
カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
と
の

「
三
豊
市
サ
ン
ク
ス
D
A
Y
」
が
企
画
さ

れ
て
お
り
、
三
豊
の
農
作
物
の
加
工
品

を
販
売
す
る
。
一
日
だ
け
の
販
売
や

P
R
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
カ

マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
と
三
豊
の
食
を
通
じ

た
持
続
的
な
連
携
に
つ
な
げ
て
い
く
考

え
を
問
う
。

三
豊
市
と
カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
と

の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
深
め
る
機

会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
三
豊
市
が

誇
る
食
を
通
じ
て
さ
ら
に
交
流
を
深
め
て

い
く
地
域
連
携
の
形
と
し
て
取
り
組
む
。

問答

浜口恭行
議員

猛
暑
期
の
災
害
対
応
に
つ
い
て

本
年
７
月
に
熊
本
地
震
が
発
生
し

た
。
真
夏
の
発
災
に
よ
り
、
熱
中

症
対
策
や
避
難
所
環
境
の
整
備
な
ど
、

こ
の
災
害
か
ら
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
得

た
の
か
。猛暑

期
の
災
害
対
応
で
は
、
命
を

守
る
た
め
の
避
難
に
加
え
、
避
難

し
た
後
の
命
を
守
る
と
い
う
視
点
が
重

要
で
あ
る
。

　
熊
本
地
震
の
支
援
活
動
か
ら
得
た
経

験
と
避
難
所
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

地
域
防
災
計
画
の
修
正
、
備
蓄
、
避
難

所
環
境
受
援
体
制
な
ど
の
充
実
を
図
り

た
い
。
い
つ
ど
の
よ
う
な
状
況
で
大
規

模
災
害
が
発
生
し
て
も
、
想
定
内
が
想

定
外
と
い
う
心
構
え
で
、
市
民
の
命
と

健
康
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め

た
い
。松

崎
小
学
校
は
高
台
で
津
波
の
被

害
を
受
け
な
い
が
、
屋
内
運
動
場

へ
の
空
調
設
備
の
導
入
は
い
つ
な
の
か
。

令
和
９
年
度
か
ら
10
年
度
に
か
け

て
移
動
式
エ
ア
コ
ン
を
導
入
す
る
。

避
難
所
の
生
活
環
境
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
可
能
な
限
り
前
倒
し
を
検
討
し
た
い
。

問 問答答

自
動
運
転
バ
ス
に
つ
い
て

詫
間
地
区
で
は
３
回
目
の
実
証
運

行
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
市
民

か
ら
は
費
用
対
効
果
や
安
全
性
、
導
入

の
必
要
性
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
自
動
運
転
バ
ス
や
デ

マ
ン
ド
交
通
の
本
市
の
位
置
づ
け
を
聞

き
た
い
。公共

交
通
自
体
が
成
り
立
た
な
く

な
る
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら

な
い
た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
、
自

動
運
転
の
先
端
技
術
や
デ
マ
ン
ド
交
通

へ
の
移
行
を
取
り
入
れ
、
公
共
交
通
を

再
構
築
し
て
い
く
事
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

自
動
運
転
バ
ス
は
、
平
日
の
運
送

ト
ラ
ッ
ク
や
会
社
関
係
の
車
両
も

多
い
中
で
、
後
続
の
車
両
が
数
珠
つ
な

ぎ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
苦
情
も
多

い
。
今
の
ま
ま
で
良
い
の
か
。

地
域
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
い
る
。
公
共
交
通
の
維
持

確
保
、
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。

問 問答答

近藤　武
議員

農
林
水
産
業
事
業
団
に
つ
い
て

事
業
団
の
法
的
な
組
織
形
態
、
担

う
べ
き
具
体
的
な
事
業
、
組
織
の

規
模
や
職
員
体
制
、
市
と
民
間
関
係
団

体
と
の
役
割
分
担
や
設
立
時
の
財
源
、

設
立
後
の
財
源
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
検
討
が
行
わ
れ
、
現
在
ど

こ
ま
で
具
体
化
し
て
い
る
の
か
。

こ
の
半
年
間
の
検
討
を
通
じ
て
、

既
存
農
業
法
人
や
Ｊ
Ａ
、
集
落
営

農
組
織
、
土
地
改
良
区
等
と
競
合
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
機
能

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
な
が
ら
、
行
政
だ

け
で
は
担
い
に
く
い
地
域
課
題
に
つ
い

て
、
民
間
の
人
材
と
結
び
つ
け
て
解
決

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
方

向
性
に
つ
い
て
は
整
理
が
進
ん
で
い
る
。

令
和
８
年
度
に
必
要
な
機
能
と
役
割
を

整
理
し
、
令
和
９
年
度
以
降
の
具
体
的

な
制
度
組
織
設
計
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問答

原
稿
は
質
問
者
本
人
が
書
い
て
い
ま
す

� � � �

▲後続車両が連なっている
　自動運転バス

▲食害にあった桃

持
続
可
能
な
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
の
効
果
を
ど
う
把

握
し
活
用
し
て
い
る
の
か
、
ま
た

捕
獲
能
力
を
把
握
し
対
策
す
べ
き
猟
銃

を
含
む
専
門
的
な
捕
獲
人
材
の
確
保
や

捕
獲
技
術
の
向
上
に
つ
い
て
、
免
許
取

得
か
ら
技
術
継
承
ま
で
の
一
つ
の
仕
組

み
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

農
作
物
被
害
は
鳥
獣
の
種
類
ご
と

に
被
害
状
況
や
被
害
金
額
を
、
捕

獲
実
績
は
捕
獲
頭
数
の
ほ
か
、
捕
獲
場

所
を
地
図
上
に
記
録
し
、
地
域
ご
と
の

人
数
、
年
齢
、
実
際
の
活
動
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
地
域
ご
と
の
捕
獲
す
る
力

を
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
５
年
、

10
年
先
に
地
域
の
捕
獲
力
を
維
持
で
き

る
の
か
と
い
う
視
点
を
持
ち
、
地
域
の

捕
獲
力
の
見
え
る
化
、
人
材
確
保
、
活

動
支
援
、技
術
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

▲荒らされた水田で悲しみにくれる農家

▲10月 4日（日）に開催した
　「三豊市サンクスDAY」

▲詫間町のおおした歯科医院付近交差点

そ
の
他
の
質
問

〇
市
役
所
の
窓
口
開
庁
時
間
に
つ
い
て

〇
公
的
精
神
科
医
療
の
存
続
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

〇
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
を
活
用
し 

　
た
新
た
な
教
育
・
関
係
人
口
政
策
に

　
つ
い
て 市

域
内
の
急
激
な
冠
水
の
現
状
を

踏
ま
え
、
市
河
川
の
流
下
能
力
向

上
と
適
正
な
維
持
管
理
、※
遊
水
地
の
検

討
、
県
河
川
の
流
下
能
力
向
上
と
、
上

流
域
の
地
面
保
水
力
向
上
に
よ
る
流
域

治
水
の
考
え
に
つ
い
て
質
問
し
て
き
た
。

県
河
川
へ
流
れ
込
む
流
量
調
査
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
を
問
う
。

竿
川
（
県
河
川
）
に
流
入
す
る
加

奈
子
川
（
市
河
川
）
お
よ
び
そ
の

上
流
域
の
水
路
は
、
必
要
な
流
下
断
面

に
対
し
て
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
た
め
、
必
要
断
面
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
豪
雨
に
備
え
た
た

め
池
の
水
位
調
整
や
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
推

進
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
を

活
用
し
た
農
地
や
水
路
の
維
持
管
理
等
、

地
域
と
連
帯
し
取
り
組
む
。

問答 流
域
治
水
と
県
管
理
河
川
の

流
下
能
力
向
上
に
つ
い
て

※遊水地…川の水が増えたときにあえて水を一時的にため、下流へ流れる水の量を減らし、洪水からまちを守るための土地や施設
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高木　修
議員

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
お
け
る

補
助
金
申
請
ミ
ス
へ
の
対
応
に
つ
い
て

１
６
０
０
万
円
の
欠
損
と
い
う
重

大
事
案
で
あ
る
。
責
任
の
所
在
へ

の
認
識
と
、
関
係
者
の
処
分
へ
の
考
え

を
問
う
。原因

は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
間
違

い
で
あ
り
、
処
分
に
つ
い
て
は
全

責
任
を
負
う
市
長
へ
の
厳
重
注
意
、
仕

事
の
進
捗
管
理
を
司
る
べ
き
上
長
に
も

厳
重
注
意
と
い
う
こ
と
で
進
め
る
。

三
野
町
体
育
セ
ン
タ
ー
の
天
井
が

剥
離
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
市

民
の
安
全
は
守
れ
る
か
。

剥
離
可
能
性
が
あ
る
９
か
所
に
つ

い
て
は
、
６
月
中
に
当
面
の
応
急

処
置
を
完
了
し
た
。

規
程
に
よ
る
と
、
報
道
機
関
へ
の

公
表
案
件
に

該
当
す
る
と
思
う
が
、

な
ぜ
マ
ス
コ
ミ
発
表

を
し
な
か
っ
た
の
か
。

公
表
の
必
要

性
を
庁
内
で

検
討
し
た
結
果
の
判

断
で
あ
る
。

問問問 答答答

三
豊
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
フ
ラ

整
備
事
業
の
成
果
に
つ
い
て

契
約
高
２
億
円
の
納
品
検
査
、
ど

の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

指
定
検
査
員
の
地
域
戦
略
課
、
課

長
補
佐
が
納
品
成
果
物
を
確
認
し
、

事
業
責
任
者
で
あ
る
課
長
の
最
終
的
な

検
査
責
任
の
も
と
に
行
っ
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
核
を
な
す
、

デ
ー
タ
連
携
基
盤
は
現
存
す
る
の

か
。

現
存
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度
ま

で
は
保
守
管
理
を
外
部
に
委
託
し

て
い
た
。令

和
８
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
保
守
管
理
し
て
い
る
の

か
。

保
守
管
理
は
ど
こ
に
も
委
託
し
て

お
ら
ず
、
所
有
権
を
有
し
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。

提
供
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
で
、
現
在

も
継
続
し
て
い
る
も
の
、
あ
る
い

は
中
止
し
た
も
の
を
区
分
け
し
て
教
え

て
欲
し
い
。

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
フ
ラ
ビ
レ
ッ
ジ
、

地
域
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ま
ご

こ
ろ
サ
ポ
ー
ト
の
三
つ
の
サ
ー
ビ
ス
は

現
在
も
継
続
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
事

業
に
つ
い
て
は
終
了
し
て
い
る
。

問問問 問 答答答答

丸戸研二
議員

行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
と

令
和
９
年
度
予
算
の
編
成
に
つ
い
て

昨
年
度
で
合
併
特
例
債
の
運
用
が

終
わ
っ
た
が
、
持
続
可
能
な
財
政

運
営
の
確
保
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

事
務
事
業
の
見
直
し
に
取
り
組
ん

だ
が
、
そ
の
効
果
だ
け
を
も
っ
て

財
政
の
健
全
化
や
持
続
的
な
財
政
運
営
を

維
持
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
役
割

を
終
え
た
も
の
は
廃
止
・
縮
小
す
る
な
ど
、

事
業
の
取
捨
選
択
を
慎
重
に
進
め
る
。

行
財
政
改
革
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

職
員
の
知
識
や
経
験
、
ア
イ
デ
ア

を
十
分
生
か
し
、
専
門
チ
ー
ム
の

設
置
や
、
大
学
教
授
や
国
・
県
の
職
員
な

ど
か
ら
専
門
的
な
知
見
を
取
り
入
れ
、
客

観
性
と
専
門
性
を
確
保
し
て
取
り
組
む
。

行
革
に
取
り
組
み
つ
つ
、
令
和
９

年
度
の
予
算
編
成
に
ど
う
取
り
組

む
の
か
。身の

丈
に
合
う
予
算
規
模
と
す
る
。

主
要
事
業
は
緊
急
性
・
必
要
性
・

事
業
効
果
な
ど
総
合
的
に
判
断
し
て
取
り

組
む
。
過
疎
対
策
は
優
先
的
に
取
り
組
む

べ
き
分
野
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問問問 答答答

原
稿
は
質
問
者
本
人
が
書
い
て
い
ま
す

� � � �

▲罹災証明発行支援で職員派遣、
　現地調査の様子

▲テニスコート管理棟で
　放課後児童クラブを実施

▲三野町体育センター

そ
の
他
の
質
問

〇
熱
中
症
対
策
と
脱
炭
素
に
つ
な
が
る

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

〇
低
出
生
体
重
児
と
家
族
へ
の
支
援
に

　
つ
い
て

道
路
や
河
川
等
の
整
備
は
計
画
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

費
用
対
効
果
だ
け
で
は
過
疎
地
域
は
不

利
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
在
多
く
の
要

望
が
塩
漬
け
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

ど
う
解
決
す
る
の
か
。

財
源
確
保
に
よ
る
安
定
し
た
普
通

建
設
事
業
費
の
確
保
は
欠
く
こ
と

が
出
来
な
い
。
費
用
対
効
果
の
判
断
基

準
だ
け
で
は
過
疎
地
域
は
不
利
に
な
る
。

現
在
、
多
数
の
要
望
が
「
塩
漬
け
状
態
」

に
な
っ
て
お
り
、
一
度
整
理
が
必
要
で

あ
る
。

問答 道
路
や
河
川
等
の
計
画
的
整
備
に
つ
い
て

現
在
、
財
田
町
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
は
運
動
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
を
目
的
外
使
用
し
て
運
営
し
て
い
る
。

財
田
小
学
校
を
中
心
に
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

財
田
小
学
校
で
の
運
営
が
出
来
る

よ
う
、
令
和
８
年
度
中
に
最
終
結

論
を
出
す
。

問答 放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
に
つ
い
て

て
い
な
い
。②
一
部
業
務
は
算
定
済
み
で

あ
る
が
、
優
先
度
の
高
い
災
害
業
務
の

必
要
人
員
と
不
足
人
員
に
つ
い
て
も
段

階
的
に
整
理
し
て
い
く
。③
香
川
県
等
の

関
連
機
関
へ
応
援
要
請
す
る
。
広
域
災

害
時
に
は
、
国
・
関
係
機
関
及
び
相
互

応
援
協
定
の
自
治
体
等
と
連
携
し
人
的

支
援
を
確
保
し
て
い
く
。④
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
具
体
化
す
る
必

要
が
あ
る
。
今
回
、
被
災
自
治
体
へ
職

員
派
遣
を
行
い
、
応
援
職
員
配
置
や
指

揮
命
令
系
統
、
必
要
人
員
等
に
つ
い
て

も
実
践
的
知
見
を
蓄
積
し
て
き
た
。
今

後
、
県
や
国
、
応
援
協
定
自
治
体
と
の

連
携
を
一
層
深
め
、
災
害
時
に
機
能
す

る
受
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
。

水本真奈美
議員

災
害
発
生
後
の
業
務
運
営
並
び
に

人
的
受
援
体
制
に
つ
い
て

災
害
に
よ
る
直
接
死
や
災
害
関
連

死
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
に
つ

い
て
。災

害
時
の
遺
体
安
置
所
は
計
画
上
、

固
定
決
定
し
て
お
ら
ず
、
今
後
は

広
域
的
協
力
体
制
を
確
認
し
関
係
機
関

と
の
協
議
の
上
、
具
体
的
な
選
定
を
検

討
し
て
い
く
。
災
害
関
連
死
に
つ
い
て

は
審
査
会
の
設
置
等
に
関
す
る
規
定
が

未
整
備
で
あ
り
、
今
後
関
係
機
関
と
協

議
し
、
審
査
体
制
を
整
備
し
、
災
害
時
、

迅
速
か
つ
公
平
な
災
害
弔
慰
金
支
給
が

行
え
る
よ
う
審
査
会
設
置
規
定
の
整
備

に
取
り
組
む
。

人
的
受
援
計
画
に
つ
い
て
①
策
定

状
況
②
必
要
人
員
数
と
不
足
が
見

込
ま
れ
る
人
員
数
に
つ
い
て
③
人
的
応

援
を
要
請
す
る
判
断
基
準
④
応
援
職
員

の
統
括
体
制
を
伺
う
。

①
地
域
防
災
計
画
で
は
、
応
援
要

請
や
受
け
入
れ
の
基
本
的
事
項
、

関
係
機
関
の
連
携
に
つ
い
て
は
定
め
て

い
る
が
、
業
務
レ
ベ
ル
ま
で
具
体
化
し

た
人
的
受
援
計
画
に
つ
い
て
は
策
定
し

問 問答 答

託
は
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
説
明
資
料
は
執
行
部
の

考
え
る
良
い
面
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
問
題
点
・
リ
ス
ク
が
開
示
さ
れ

て
お
ら
ず
、
議
会
に
対
し
て
不
誠
実
で

あ
る
。
不
完
全
・
不
十
分
な
情
報
で
政

策
の
是
非
は
判
断
で
き
な
い
と
思
う
が

見
解
を
問
う
。

議
員
発
言
の
通
り
、
委
員
会
等
で

説
明
す
る
と
き
に
は
、
し
っ
か
り

し
た
根
拠
、
説
明
し
き
れ
る
よ
う
な
資

料
等
も
必
要
で
あ
る
。
リ
ス
ク
に
つ
い

て
の
説
明
は
、
良
い
面
に
比
べ
る
と
十

分
出
来
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

両
方
の
面
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
説
明
し

て
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

青井和樹
議員

包
括
業
務
委
託
に
つ
い
て

令
和
８
年
５
月
に
総
務
常
任
委
員

会
及
び
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に

て
、
三
豊
市
が
包
括
業
務
委
託
を
導
入

す
る
旨
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
包
括
業

務
委
託
と
は
、
す
な
わ
ち
会
計
年
度
任

用
職
員
の
採
用
を
取
り
や
め
、
そ
の
業

務
を
民
間
に
委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

現
時
点
で
執
行
部
の
説
明
は
具
体
性
に

欠
け
る
。
民
間
委
託
し
た
場
合
、
学
校

側
は
委
託
会
社
の
社
員
に
は
直
接
指
示

命
令
で
き
な
く
な
り
、
こ
れ
を
破
れ
ば

法
律
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
る
。
会
計

年
度
任
用
職
約
１
７
０
名
の
募
集
が
停

止
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
事
者

が
こ
の
事
実
を
知
ら
な
い
。
丁
寧
な
説

明
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
だ
っ
た
は

ず
だ
が
出
来
て
い
な
い
。

　
特
別
支
援
員
は
障
が
い
を
も
つ
子
ど

も
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
子
ど
も
、

ま
た
そ
の
保
護
者
と
信
頼
関
係
で
つ
な

が
っ
て
い
る
。
委
託
は
専
門
性
の
低
下

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
も
リ
ス
ク

が
あ
る
が
保
護
者
へ
の
説
明
が
出
来
て

い
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
包
括
業
務
委

問

答
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田中達也
議員

避
難
所
の
生
活
環
境
（
※
Q
O
L
）

向
上
と
災
害
時
に
お
け
る

生
活
用
水
確
保
に
つ
い
て

大
規
模
災
害
時
の
避
難
所
生
活
用

水
確
保
と
、
外
部
支
援
の
限
界
へ

の
認
識
を
問
う
。

衛
生
環
境
の
維
持
に
水
確
保
は
不

可
欠
。
能
登
・
熊
本
地
震
の
よ
う

に
道
路
寸
断
等
で
外
部
支
援
が
滞
る
事

態
も
想
定
し
、
地
域
内
水
源
の
確
保
を

組
み
合
わ
せ
る
。

私
有
・
公
有
の
井
戸
を
体
系
的
に

活
用
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
問
う
。

県
の
「
災
害
時
等
応
急
用
井
戸
登

録
制
度
」と
連
携
し
、井
戸
の
所
在・

所
有
者
意
向
等
を
把
握
し
た
上
で
登
録
・

活
用
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

海
水
淡
水
化
装
置
や
循
環
式
手
洗

い
ユ
ニ
ッ
ト
等
、※
分
散
型
水
イ
ン

フ
ラ
の
導
入
方
針
を
問
う
。

今
年
度
中
の
地
域
防
災
計
画
修
正

で
、
井
戸
・
受
水
槽
・
浄
水
淡
水

化
設
備
な
ど
地
域
特
性
に
応
じ
た
水
源

の
多
重
化
を
検
討
し
、
導
入
可
能
性
を

調
査
す
る
。

問問問

優
先
的
に
導
入
を
検
討
す
る
地
域・

避
難
所
を
問
う
。

島
し
ょ
部
、
半
島
部
、
孤
立
可
能

性
の
高
い
地
域
、
応
急
救
護
所
併

設
の
避
難
所
を
重
点
的
に
検
討
す
る
。

総
合
防
災
訓
練
等
で
メ
ー
カ
ー
の

デ
モ
機
に
よ
る
実
証
実
験
を
提
案

す
る
。11

月
末
の
地
震
災
害
対
処
訓
練
で
、

条
件
が
整
え
ば
デ
モ
機
導
入
を
取

り
入
れ
、
操
作
性
や
電
源
、
維
持
管
理

を
確
認
す
る
。

災
害
時
の
水
確
保
に
つ
い
て
市
長

の
考
え
を
問
う
。

飲
料
水
以
上
に
生
活
用
水
の
確
保
・

循
環
が
課
題
で
あ
り
、
近
隣
県
と

の
設
備
融
通
の
事
例
も
あ
る
。
リ
ア
リ

テ
ィ
の
あ
る
防
災
計
画
づ
く
り
を
進
め
る
。

答

問問問 答答答

答答

若
者
の
挑
戦
を
後
押
し
す
る
た

め
、
仁
尾
運
河
の
活
用
を
。
ま
た

若
者
の
流
出
抑
制
に
向
け
、
造
船
所
跡

地
へ
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
整
備
を
提
案

す
る
。仁

尾
運
河
の
整
備
は
香
川
県
と
協

議
す
る
。
造
船
所
跡
地
で
の
整
備

は
困
難
だ
が
、
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
は
慎

重
に
調
査
研
究
す
る
。

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
は
市
内
の
別
の

場
所
へ
の
整
備
も
検
討
し
て
は
。

ミ
ク
ス
ポ
と
共
に
、※
ア
ー
バ
ン
ス

ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
事
例
を
参
考
に

調
査
研
究
す
る
。

香川貴志
議員

に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
い
て

現
在
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
取
り
組

み
と
成
果
、
今
後
の
展
望
は
。

自
然
環
境
や
歴
史
的
資
源
を
生
か

し
、
企
業
や
移
住
者
、
地
域
住
民

と
公
民
連
携
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

問 問

問

答答

答

� � � �

▲軽トラに積載できる淡水化装置

そ
の
他
の
質
問

〇
豊
中
地
区
旧
小
学
校
の
今
後
の
利
用

　
に
つ
い
て

湯口　新
議員

避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
制
度
につい

て

こ
の
制
度
は
目
的
通
り
に
登
録
や

運
用
が
進
め
ば
発
災
時
に
は
か
な

り
有
効
で
あ
り
重
要
な
施
策
だ
と
思
う

が
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

の
か
。避

難
行
動
要
支
援
者
登
録
制
度
は

災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
な
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
を

平
時
か
ら
把
握
し
、
民
生
委
員
や
自
治
会

長
な
ど
の
避
難
支
援
等
関
係
者
と
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
日
頃
か
ら
の
声
か
け

や
見
守
り
活
動
、
災
害
時
に
お
け
る
地
域

社
会
の
共
助
に
よ
る
避
難
支
援
等
が
受
け

ら
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
目
的
。

実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
、
登
録
者
ご
と

に
支
援
者
や
避
難
場
所
、
避
難
方
法
等
を

記
載
す
る
個
別
支
援
計
画
を
作
成
す
る
こ

と
が
重
要
だ
が
、
作
成
率
が
低
い
。
作
成

率
を
向
上
さ
せ
、
地
域
に
お
け
る
共
助
の

意
識
を
さ
ら
に
高
め
、
よ
り
実
効
性
の
あ

る
避
難
支
援
体
制
の
構
築
に
努
め
る
。

問答
部
活
動
の
地
域
展
開
に
よ
っ
て
取

り
残
さ
れ
て
い
る
生
徒
が
出
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

部
活
動
の
地
域
展
開
は
中
学
校
教

育
に
お
け
る
か
つ
て
な
い
歴
史
的

な
制
度
改
革
。
大
き
く
二
つ
、「
交
通
」

と
「
経
済
的
負
担
」
の
課
題
が
あ
る
。

そ
の
他
に
も
様
々
な
課
題
が
あ
る
が
、

で
き
る
だ
け
解
決
し
、
生
徒
た
ち
の
た

め
の
放
課
後
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

答

部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い
て

現
在
の
取
り
組
み
や
成
果
、
今
後

の
展
望
は
。

み
と
よ
S
T
E
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
中
心
に
様
々
な
活
動
を
行
い
、

成
果
を
上
げ
て
い
る
。

さ
ら
な
る
成
果
に
向
け
、
他
地
域

の
事
例
を
紹
介
し
、
市
独
自
の
ポ

イ
ン
ト
制
度
導
入
を
提
案
す
る
。

事
業
を
進
め
な
が
ら
、
他
団
体
の

事
例
や
費
用
対
効
果
を
調
査
研
究

す
る
。

問問 答答 中
高
年
齢
者
の
健
康
対
策
に
つ
い
て

「
縮
充
」
と
い
う
方
針
の
下
、
図
書

館
は
「
縮
小
」
し
て
い
く
だ
け
で

は
な
い
か
。
図
書
館
の
「
充
実
」
を
進

め
て
ほ
し
い
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
図
書
館
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
図
書
館

協
議
会
委
員
の
意
見
等
を
反
映
し
た
「
第

４
期
三
豊
市
生
涯
学
習
計
画
」
の
方
針

を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
外
部
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
地

域
が
よ
り
元
気
に
な
る
よ
う
な
活
気
あ

る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
。

問答 市
内
図
書
館
（
図
書
室
）
の
今
後▲全国的にはおしゃべり・飲食OKの

　図書館が増えて人気を博している

▲公設の「須崎市立スケートパーク（サクラバンダ）」
　出典：須崎市ホームページ

原
稿
は
質
問
者
本
人
が
書
い
て
い
ま
す

議
会
日
誌

７
月

14
日

15
日

17
日

21
日

22
日

24
日

27
日

教
育
民
生
常
任
委
員
会

会
派
会
長
会

全
国
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会

全
国
市
議
会
議
長
会
地
方
行
政
委
員
会

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
議
会

公
共
施
設
再
配
置
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

市
民
建
設
常
任
委
員
会

８
月

3
日

4
日

10
日

12
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

26
日

28
日

31
日

県
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会

議
会
運
営
委
員
会

県
市
町
総
合
事
務
組
合
議
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

決
算・事
務
事
業
評
価
特
別
委
員
会

会
派
会
長
会

総
務
常
任
委
員
会

市
民
建
設
常
任
委
員
会

公
共
施
設
再
配
置
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

三
観
広
域
行
政
組
合
議
会

中
部
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
組
合
議
会

９
月

3
日

7
日

8
日

9
日

10
日

11
日

14
日

15
日

16
日

18
日

24
日

25
日

28
日

29
日

30
日

本
会
議

全
員
協
議
会

決
算・事
務
事
業
評
価
特
別
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

決
算・事
務
事
業
評
価
特
別
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

市
民
建
設
常
任
委
員
会

高
瀬
高
等
学
校
と
の
意
見
交
換
会

決
算・事
務
事
業
評
価
特
別
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

決
算・事
務
事
業
評
価
特
別
委
員
会

決
算・事
務
事
業
評
価
特
別
委
員
会

三
豊
市
観
音
寺
市
学
校
組
合
議
会

決
算・事
務
事
業
評
価
特
別
委
員
会

会
派
会
長
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

10
月

2
日

5
日

8
日

9
日

13
日

本
会
議

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

公
共
施
設
再
配
置
特
別
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

四
国
学
院
大
学
香
川
西
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　  

と
の
意
見
交
換
会

県
市
議
会
議
長
会

※アーバンスポーツ…まちの広場や公園、ストリートなどの都市空間を舞台に行われるスポーツの総称※QOL（Quality of Life）…個人が自分の生活に対して持つ充実感や満足感を持っているかという認識
※分散型水インフラ…集落等において地域の水源から取水し、小型の浄水処理装置により浄水処理をして配水する小規模な水道施設



��

陳
情
第
８
号
自
動
運
転
実
証
実
験
に

関
す
る
陳
情

６
月
の
附
帯
決
議
の
内
容
と
重
な
る

部
分
が
あ
る
。
報
告
を
求
め
る
。

７
月
中
旬
に
詫
間
町
内
の
全
自
治
会

長
を
訪
問
、
町
内
で
全
戸
回
覧
を
行
っ

た
。
小
中
学
校
、
ル
ー
ト
上
の
企
業
も

訪
問
し
、
協
力
を
お
願
い
し
た
。

　
当
陳
情
に
つ
い
て
は
、
６
月
の
附
帯

決
議
と
の
整
合
性
を
鑑
み
、
一
部
採
択

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

2223

� � � � � � �

委員会の様子は
こちらから

主
な
質
疑
と
答
弁

令
和
８
年
度
三
豊
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
中
の
関
係
部
分

小
学
校
売
却
に
伴
う
防
災
行
政
無
線

屋
外
子
局
の
移
設
内
容
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

基
本
は
敷
地
内
に
据
え
置
く
方
針
だ

が
、
旧
神
田
小
学
校
は
購
入
者
の
希
望

に
よ
り
小
学
校
北
側
へ
移
設
す
る
。

自
己
都
合
退
職
に
よ
る
減
額
に
対
し
、

組
織
の
業
務
体
制
維
持
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

リ
ス
ク
管
理
と
し
て
予
測
済
み
の
数

値
。
今
後
も
職
員
の
定
着
と
働
き
や
す

い
職
場
作
り
に
努
め
る
。

※
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ 

支

援
事
業
は
、
ど
の
よ
う
に
事
業
認
定
し

た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
成
果
を
ど
う
測

る
の
か
。

外
部
有
識
者
に
よ
る
審
査
委
員
会
に

お
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
（
計

画
書
や
発
表
）
で
認
定
し
た
。
成
果
は

K
P
I
で
判
断
し
、
事
業
完
了
後
は
補

助
事
業
に
つ
い
て
寄
り
添
い
な
が
ら
推

移
を
見
守
っ
て
い
く
。

寄
附
金
集
め
の
仕
組
み
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
６
事
業
ご
と
に
寄

附
を
募
り
、
集
ま
っ
た
金
額
に
応
じ
て

補
助
金
を
交
付
す
る
。

竹
林
再
生
事
業
の
選
定
理
由
や
将
来

性
、
過
去
の
市
の
取
り
組
み
と
の
関
係

性
は
ど
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
市
の
取
組
み
を
踏
ま
え

た
も
の
で
は
な
い
が
、
審
査
会
で
継
続

性
を
評
価
し
認
定
し
た
。

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審
査
に

よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

総
務
常
任

委
員
会

９
月
14
日
開
催
の
総
務
常
任
委
員

会
に
は
、
２
議
案
と
陳
情
１
件
が

付
託
さ
れ
審
査
し
た

ｚ答ｚ答ｚ答 答

答答

問

問

問問問問

委員会の様子は
こちらから

主
な
質
疑
と
答
弁

令
和
８
年
度
三
豊
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
中
の
関
係
部
分

税
務
課
の
時
間
外
勤
務
手
当
を
大
幅

に
増
額
補
正
し
た
理
由
は
。

ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
異
動
や
新
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
る
業
務
量
の
増
加
な

ど
、
様
々
な
要
因
が
重
な
っ
た
結
果
、

当
初
の
見
込
み
よ
り
大
幅
に
時
間
外
が

増
加
し
た
た
め
。

環
境
衛
生
課
の
役
務
費
が
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
る
増
額
補
正
と
の
こ
と
だ

が
、
当
初
予
算
が
ど
れ
だ
け
あ
っ
て
９

０
０
万
円
を
超
え
る
補
正
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

物
価
高
騰
や
最
低
賃
金
の
引
上
げ
等

に
よ
る
コ
ス
ト
の
急
増
に
よ
り
、
10
％

増
額
を
す
る
。
年
間
の
契
約
額
が
合
計

約
１
億
９
２
０
０
万
円
で
、
今
年
度
の

下
半
期
分
を
増
額
す
る
た
め
今
回
の
金

額
に
な
っ
て
い
る
。

農
林
水
産
課
で
デ
ー
タ
作
成
の
た
め

の
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
業

務
の
詳
細
と
目
的
は
。

地
域
計
画
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す

る
た
め
市
内
の
農
家
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
。
最
大
３
０
０
世
帯
に
対
し

て
複
数
の
調
査
項
目
で
行
う
が
、
そ
の

調
査
と
回
収
、
結
果
の
と
り
ま
と
め
を

行
う
委
託
料
で
あ
る
。

建
築
住
宅
課
で
、
市
営
住
宅
の
残
置

物
処
理
の
た
め
に
委
託
料
を
計
上
し
て

い
る
が
、
今
後
も
同
様
の
ケ
ー
ス
が
発

生
す
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

増
額
分
は
修
繕
料
か
ら
組
み
換
え
を
し

て
い
る
が
、
今
後
、
修
繕
料
に
不
足
が

生
じ
る
心
配
は
な
い
の
か
。

今
回
は
相
続
放
棄
が
な
さ
れ
た
た

め
、
市
で
残
置
物
を
撤
去
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
同
様
の
ケ
ー
ス
が
今
後
も
生

じ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
可
能
な
範
囲

で
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま

た
、
修
繕
料
は
年
度
当
初
か
ら
の
実
績

を
ふ
ま
え
、
必
要
な
分
は
確
保
し
た
上

で
組
み
替
え
を
行
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審
査
に

よ
り
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。

市
民
建
設

常
任
委
員
会

９
月
16
日
開
催
の
市
民
建
設

常
任
委
員
会
に
は
、
６
議
案

が
付
託
さ
れ
審
査
し
た
。

答答答

答

問問問

問

▲ソーシャルスタートアップ 支援事業のイメージ図
委員会の様子は
こちらから

主
な
質
疑
と
答
弁

令
和
８
年
度
三
豊
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
中
の
関
係
部
分

難
聴
児
へ
の
補
聴
器
購
入
補
助
の
増

額
に
つ
い
て
①
対
象
児
童
の
要
件
は
。

②
対
象
と
な
る
難
聴
児
は
増
加
傾
向

か
。
③
補
助
制
度
の
周
知
方
法
を
伺

う
。①

身
体
障
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て
い

な
い
難
聴
児
を
対
象
と
し
、
医
師
の
診

断
書
を
提
出
し
て
も
ら
い
、
補
聴
器
購

入
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
②
概
ね
年

間
２
〜
３
件
の
申
請
が
あ
る
。
③
広
報

紙
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て

い
る
。
医
療
機
関
か
ら
対
象
者
へ
の
案

内
実
施
状
況
の
確
認
と
制
度
の
周
知
徹

底
を
図
る
。

豊
中
地
区
旧
小
学
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト

調
査
の
必
要
性
と
実
施
時
期
を
伺
う
。

鑑
定
評
価
の
た
め
事
前
に
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
。
豊
中
地
区
旧
小
学
校
５

校
の
内
３
校
は
実
施
済
み
で
、
残
る
２

校
は
10
月
中
を
め
ど
に
完
了
し
た
い
。

三
豊
市
公
私
連
携
保
育
法
人
審
査
委

員
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

設
置
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
。10

月
上
旬
に
審
査
委
員
会
を
開
催
し

候
補
者
を
選
定
し
た
後
、
市
が
最
終
決
定

す
る
。
そ
の
後
、
協
定
を
締
結
し
、
来
年

度
以
降
の
運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

三
豊
市
文
化
会
館
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

料
金
改
定
に
は
賛
成
だ
が
、
市
民
セ

ン
タ
ー
詫
間
の
使
用
料
を
非
常
に
安
く

設
定
し
て
い
る
。
民
間
事
業
者
へ
の
圧

迫
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
市
の

考
え
は
。

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
は
、
文
化
・
健
康

づ
く
り
目
的
の
施
設
で
、
今
年
度
末
に

指
定
管
理
者
の
更
新
時
期
を
迎
え
る
。

指
定
管
理
者
に
は
企
業
努
力
を
求
め
る

と
と
も
に
、
指
定
管
理
料
も
含
め
、
今

後
の
審
査
の
中
で
適
切
に
判
断
し
て
い

く
。

　
以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審
査
に

よ
り
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。

教
育
民
生

常
任
委
員
会

９
月
15
日
開
催
の
教
育
民
生

常
任
委
員
会
に
は
、
11
議
案

が
付
託
さ
れ
審
査
し
た
。

答答

答

問

答 問問

問

������
災害に備えて防災訓練を行いました
　９月30日に議員全員が参加して、大地震の発生を想定した防災訓練を行いました。
　災害など緊急時においても議会の機能を継続し、議会運営が滞ることがないよう「三豊市議会業務継続
計画」を策定しています。今回は、登庁が困難な状況でのリモート会議をテスト実施し、課題の有無を検証
しました。今後も定期的な訓練を通じて、さらなるブラッシュアップを図ります。

第3部
Zoomを用いて
リモート会議を
テスト実施

※ソーシャルスタートアップ…社会課題の解決とビジネスを両立させる起業のあり方

第1部
緊急

避難訓練

第2部
スマホによる
安否情報
送信訓練
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